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（解説・総説）

1
解 説 ・
総説

散文月評 単
2011 年 1 月
～ 12 月

熊本日日新聞
県内で出版、 発表された散文につ
いて解説した． 毎月熊日に掲載．

古江研也

2
解 説 ・
総説

留学Ｗｅｂマガジ
ン

単著 2011 年 12 月
日本学生支援
機構

熊本高専がこれまで実施してき
た海外研修旅行についての解説

松本勉 

（国内学会等発表）

1
国内学会

等発表

加 速 度 を 再
現 し た 遠 隔 自
動 車 運 転 シ
ス テ ム の 構 築 

共著 2011 年 5 月
ROBOMEC 
2011 
1P1-H05

モデルカーに搭載した各種セ
ンサ情報に基づき、 フォース
フィードバックを行わせることで
臨場感の高い遠隔操作システ
ムを構築した。 また、 それらの
フィードバックが運転者に与え
る影響を評価した。

松永英也 （専攻科） 
中島栄俊 
永田正伸

2
国内学会

等発表

Hough 変換を利
用した観測音声
の音源数推定

共著 2011 年 5 月

第 55 回システ
ム制御情報学
会研究発表講
演会講演論文
集 , pp. 431-432

観測信号の同時分布に対して
Hough 変換を処理することによ
り、 原信号数を推定した。

石橋孝昭 
五反田博（近畿大学）

3
国内学会

等発表

自 立 支 援 用 電
子 メ ガ ネ view-
aid の開発

共著 2011 年 6 月

画像電子学
会第 39 回年
次大会予稿
集 ,R3-3

ロービジョン者をサポートする
自立型の電子めがねの開発と
性能について報告 

小山善文 
島田祐輝 （九大院） 
金子秀明 （日本テレ
ソフト）

4
国内学会

等発表

食品加工におけ
る衝撃波処理の
環境性能

共著 2011 年 6 月
国際食品機械
工業展 2011 ・
AP

本研究の目的は， 衝撃波を各
種食品に負荷したときに生じる，
衝撃波の強さと食材の関係と衝
撃波負荷後の食材の変化を明
らかにし， 本技術を食品機械分
野へ応用するための基礎を押さ
えるとともに専用の加工装置を開
発することにある． 本報告では
衝撃波処理による食品加工分野
への環境性能的寄与について
報告された．

伊東繁 （沖縄高専） 
渡邉敏晃 （水産大学
校） 
井山裕文 

5
国内学会

等発表

キャビテーション
発生下における
遠心ポンプ急始
動 時 の 実 験 的
研究

単著 2011 年 7 月
第 6 回ポンプ
セミナー抄録
集 ,pp.8

キャビテーション発生下の遠心ポ
ンプ急始動時のポンプ運転点挙
動や， 過渡運転時の羽根車に
働くトルクの挙動を， 実験と理論
解析から調べた結果をまとめた。

田中禎一

6
国内学会

等発表

ハードウエア化
のための乗算器
が不要なパルス
ニューロンモデル

共著 2011 年 7 月

電子情報通
信学会ニュー
ロコンピュー
ティング研究
会， NC2011-
39， Vol.111，
No157， pp.87-
92

ニューラルネットの実応答時間
の改善を行うためにハードウェア
化を行う必要がある． ハードウェ
ア化のために， 岩田らはパルス
ニューロンモデルを提案してお
り， 実行過程において乗算器を
用いずに回路規模を抑えて実
現されている． しかし， 学習過
程においては乗算器が用いら
れているので， ある程度の回路
規模が必要とされていた． そこ
で本稿では， ハードウェア化に
際して乗算器を用いないパルス
ニューロンモデルの学習手法を
提案する． さらに， 計算機シミュ
レーションにて提案手法の動作
を確認したので報告する．

細井勇佑 （専攻科） 
松尾和典 
黒川憲宏 （テクノデ
ザイン株式会社） 
山本博康 （テクノデ
ザイン株式会社） 
本木実
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7
国内学会

等発表

陽子線照射によ
る CIGS 太陽電
池への影響

共著 2011 年 8 月

2011 年秋季第
72 回応用物理
学会学術講演
会

CIGS 太陽電池の宇宙応用を
目指し、 CIGS 太陽電池に及
ぼす陽子線照射の影響を評価
した。

廣瀬維子 （東京理科
大学） 
藁澤萌 （東京理科大
学） 
角田功 
高倉健一郎 
木村真一 （東京理科
大学） 
大山英典 
杉山睦 （東京理科大
学） 

8
国内学会

等発表

人吉温泉におけ
る温泉旅館建築
の変遷について
－ 熊 本 県 人 吉
温 泉 の 近 代 化
遺産に関する研
究その１－

共著 2011 年 8 月

2011 年 度 日
本建築学会大
会学術講演梗
概 集 （ 関 東 ）
pp303-304

人吉温泉街の温泉旅館の創業
年及び創業当時の旅館建築の
残存状況についてのアンケー
ト調査結果をもとに考察した。

磯田節子 
原田聡明

9
国内学会

等発表

Enumeration of 
primitive spaces 
with  
finite spaces Ⅱ

共著 2011 年 8 月

T h e  1 6 t h 
mee t i ng s  on 
t o p o l o g i c a l 
spaces theory 
a n d  i t s 
applications

primitive space に 関 し て， コ
ンピュータによる計算などを用
い， ある条件をみたす場合の
数え上げ問題を考察しました．

林 太一 ( 翔陽高校 )  
浜田さやか 
ほか

10
国内学会

等発表

More on 
decompositions 
of a fuzzy set in 
a  
fuzzy topological 
space

共著 2011 年 8 月

T h e  1 6 t h 
mee t i ng s  on 
t o p o l o g i c a l 
spaces theory 
a n d  i t s 
applications

Chang の 意 味 に お け る fuzzy 
set へ導入された位相空間に
関して， ある場合の分解定理
を考察し， その応用例を紹介
しました．

牧 春夫 
浜田さやか

11
国内学会

等発表

「William Godwin
のCaleb Williams
をめぐって 
～ウィリアムズと
フォークランドの
引き合う力～」

単著 2011 年 8 月

イ ギ リ ス ・ ロ
マ ン 派 文
学 研 究 会 
第 38 回 夏 季
合 宿 研 究 会 

William Godwin の Things as 
They Are, or The Adventures 
of Caleb Williams  (1794) を 娘
Mary Shelley は Frankenstein  
(1818) 執筆の前に、 一度なら
ず読んだと言われており、 作
品創作に際して影響を受けた
ことは推測するに難くはないで
あろう。 本発表の目的は、 幾
つかの鍵となる語を参照しつ
つ、 『フランケンシュタイン』 と
の対比の中で 『ケイレブ ・ ウィ
リアムズ』 の持つ特徴の一端
を示すことである。

光永武志
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12
国内学会

等発表

学びの意欲に関
する初年次クラ
スの学生意識調
査とその分析

共著 2011 年 8 月

平 成 23 年 度
全 国 高 専 教
育 フ ォ ー ラ ム
　教育研究活
動発表概要集 
pp.353 ～ 354

本校が理念に掲げる 「自立した
実践的技術者」 を育てるために
は， 学生の学びに対する意欲を
高め、 考える力を育てる取り組
みが求められる． 本校は高度化
再編に伴い， 入試選抜システム
が変更になり， 平成 22 年度入
学生から第 2 志望～第 6 志望
で入学する学生が増加した。 こ
のため， 学生意識を把握し， 初
年次教育として必要な取り組み
を実施した結果， 志望順位の違
いにより高専で学ぶことの喜び
や， 学科で学ぶ意欲に差があ
ることがわかった． また， 必要な
取り組みの効果も期待できた．

四宮一郎 
岩部司　 
中村裕一 
坂井あゆみ 

13
国内学会

等発表

熊 本 高 専 の 高
度化再編にとも
なうネットワーク
の統合

共著 2011 年 8 月

平 成 23 年 度
第 31 回 高 等
専門学校教育
研究発表会講
演 資 料， pp. 
263-266

平成 21 年 10 月 1 日に八代高
専と熊本電波高専が高度化再編
され、 熊本高専として発足した。
再編後は多くの業務が統合され
ると予想されたため、 その基礎的
基盤の一つである校内 LAN につ
いても統合することが求められた。
そこで、 成 20 年 4 月より ICT 活
用学習支援センター検討合同
WGの場を借りて統合へ向けた協
議を開始し、 ネットワーク調整会
議で検討を積み重ねた結果、 平
成 21 年 5 月に両キャンパスの校
内 LAN を接続し統合した。 本稿
ではこの統合までの経緯と問題
点などを報告する。

石原秀樹 
小島俊輔 
藤本洋一 
藤井慶 
永田和生 
米沢徹也

14
国内学会

等発表

熊 本 高 専 の 高
度化再編にとも
なうメール環境
の 統 合 と ア ウ ト
ソーシング

共著 2011 年 8 月

平 成 23 年 度
第 31 回 高 等
専門学校教育
研究発表会講
演 資 料， pp. 
267-270

平成 21 年 10 月 1 日に熊本
県内の 2 つの高専が 1 つの
熊本高専として高度化再編
さ れ た。 こ れ に と も な い， ド
メ イ ン 名 を kumamoto-nct.
ac.jp として教職員のメール環
境 を 統 合 す る こ と に な っ た。 
元になる 2 つの高専ではそれぞ
れ独自のメールシステムが構築
運用されていたため， メール運
用の意思統一とシステムの統合
が必要となった。 本論文ではこ
のメール環境の統合から現在の
アウトソーシングシステム構築ま
での問題点などを含めた経緯を
報告する。

藤本洋一 
小島俊輔 
藤井慶 
永田和生 
石原秀樹 
米沢徹也

15
国内学会

等発表

地すべり地形の
縦断面積を用い
た安定性評価法
について

共著 2011 年 8 月

第 50 回 日 本
地すべり学会
研究発表会講
演集， pp.113-
114

地すべり地形の縦断形状に着
目し， 基準化した縦断面上で
表した地表面形状の特徴や縦
断面積を使った地すべり地形の
安定性の評価方法を提案した。

岩部司 
大塚悟（長岡技科大）
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16
国内学会

等発表

ディジタル回路
技術を留学生に
教育する教材開
発

共著 2011 年 8 月

平 成 ２ ３ 年 度
全国高専教育
フォーラム教育
研究活動発表
概要集

高専３年次に編入する留学生で，
専門科目の基礎知識が不足する
学生を対象とした補完教育の手
法を新たに提案し， ディジタル回
路技術に関する具体的教材開発
事例について報告した。

博多哲也 
大塚弘文 
松本勉 
柴里弘毅 
永田正伸

17
国内学会

等発表

ものづくりコンテ
ス ト を 活 用 し た
国際化教育

共著 2011 年 8 月

平 成 23 年 度
全国高専教育
フ ォ ー ラ ム 教
育研究活動発
表概要集 , pp. 
141-142

平成２１年度から３か年に渡り
熊本キャンパスにおいて取り組
んだ教育ＧＰ 「ものづくりキャン
プを活用した国際化教育」 に
おける活動の詳細とその教育
効果について報告した。

松本勉 
大塚弘文 
嶋田泰幸

18
国内学会

等発表

補完学習のため
の基礎ディジタ
ル回路学習プロ
グラムの開発

共著 2011 年 8 月

平 成 23 年 度
全国高専教育
フ ォ ー ラ ム 教
育 研 究 活 動
発 表 概 要 集 , 
pp.269-270

　留学生や高卒者が高専の電
子情報系学科に編入する場
合， １年次入学者が学習済み
の基礎専門科目の技術や知識
が不足していることが問題とな
る． 従来は個別の対応策とし
てチューター制度の導入や補
講を実施してきている． しかし
ながら， そのような指導のもと
での学習時間を十分に確保で
きず， より効率的かつ効果的
な補完学習支援体制の整備が
問題となる． 本報告では， 技
術教育において必須の実験演
習を学習コースに含む PSI 方
式に基づく個別学習支援プロ
グラムの構築を検討する．

博多哲也 
永田正伸 
大塚弘文 
柴里弘毅 
松本勉

19
国内学会

等発表

隠れマルコフモ
デルを用いたク
ランク運動の推
定

共著 2011 年 8 月

平 成 23 年 度
電気関係学会
九州支部連合
大会 , p.458

様々な製品の製造工程におい
て， 作業者が集中して作業を行
うことは不良品の減少や， 不慮の
事故を防止できるなどの理由から
重要な要素であるといえる． また，
利用者が集中した状態にあるか
否かという問題は， 自動車の居
眠り防止システムなどに応用され
ているように製造工程のみならず
様々な分野で注目されている[1]． 
本研究では， 1 リンクのマニピュ
レータにおいてクランク運動を行う
実験者に対し， 実験者が集中し
ている状態にあるか否か推定する
ことを目的とし， 研究を行った．

鍬本一至 （専攻科） 
山倉昌大 （専攻科） 
柴里弘毅

20
国内学会

等発表

Ge を微量ドープ
した Si ダイオー
ドに及ぼす電子
線 照 射 の 影 響 

共著 2011 年 9 月

2011 年秋季第
72 回応用物理
学会学術講演
会

Ge をドープした Si デバイスは
放射線耐性が高いことが知ら
れている。 本研究では、 ごく
少量の Ge をドープした SiGe
ダイオードに及ぼす電子線照
射の影響を電気的特性から評
価した。

平山純也 （専攻科） 
東孝洋 （専攻科） 
米岡将士 
高倉健一郎 
角田功 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） J.Vanhellemont
（ゲント大学） 
J.M.Rafi （CNM）
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21
国内学会

等発表

S i G e  S / D 
p - M O S F E T s
に 及 ぼ す 電 子
線 照 射 の 影 響
（1） ： Ge 濃度依
存性

共著 2011 年 9 月

2011 年秋季第
72 回応用物理
学会学術講演
会

SiGe 層 を Si MOSFET の ソ ー
スおよびドレインに用いること
でチャネル部に歪を加え移
動度を向上させることができ
る。 本 研 究 で は、 Ge の 量
を 0 から 30% まで変化させた
p-MOSFET を製作し、 電子線
照射による特性劣化を調査し
た．

長岡裕一 （専攻科） 
出本竜也 （専攻科） 
中島敏之 （中央電子
工業） 
米岡将士 
角田功 
高倉健一郎 
大山英典 
M.B.Gonzalez （imec） 
E.Simoen （imec） 
C.Claeys （imec）

22
国内学会

等発表

S i G e  S / D 
p-MOSFET に
及 ぼ す 電 子 線
照射の影響（2）:
ゲート長依存性

共著 2011 年 9 月

2011 年秋季第
72 回応用物理
学会学術講演
会

ｿｰｽ ・ ﾄﾞﾚｲﾝ部分に SiGe を形
成 し た SiGe p-MOSFET に 及
ぼす電子線照射の影響をゲー
ト長の観点から評価した． そ
の結果， 全ゲート長領域 （～
1um） において， 電子線照射
により移動度が減少すること，
その影響が短ゲート領域で顕
著であることを明らかにいした．
これは， 電子線照射の影響に
加えて， チャネル領域の歪が
緩和したことを示唆している．

金子貴博 （専攻科） 
中島敏之 （中央電子
工業） 
出本竜也 （専攻科） 
角田功 
高倉健一郎 
米岡将士 
大山英典 
吉野賢二 （宮崎大
学）、 M.B.Gonzalez
（imec） 
E Simoen （imec） 
C. Claeys （imec） 

23
国内学会

等発表

Sn を添加した
β- Ga2O3 の
XRD による
結晶性評価 

共著 2011 年 9 月

2011 年秋季第
72 回応用物理
学会学術講演
会

透明電極薄膜への応用を目指
し、 スパッタリング法により作成
したスズをドープした酸化ガリ
ウム薄膜の結晶性を XRD 測定
により評価した。

工藤淳 （専攻科） 
高倉健一郎 
船崎優 （専攻科） 
高原基 （専攻科） 
角田功 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 

24
国内学会

等発表

定 水 深 浮 遊 体
に 関 す る 研 究
（実験設備と水
深維持機構）

共著 2011 年 9 月
機械学会九州
支部宮崎講演
会論文集

八代海やその他多くの内海に
おいて赤潮の被害による海洋
産業への深刻な被害報告が近
年増加している． 本研究では，
風や波の影響を受けない任意
の一定水深下での潮流のデー
タが採取可能な定水深浮遊体
の製作を進めている． 本稿で
は， 擬似的に水深や波の圧力
変化を再現できるタワー型実
験水槽と定水深浮遊体 （プロ
トタイプ） の製作， およびそれ
らの性能について報告した．

宮本弘之 
佐々木太良（専攻科）

25
国内学会

等発表

非駆動型表面プ
ラズモンセンサ
による水素ガス
の検出

共著 2011 年 9 月

第 19 回 電 子
情報通信学会
九 州 支 部 学
生 会 講 演 会 , 
C-2

燃料電池や水素自動車など
水素エネルギーの利用が注目
されているが， 水素は空気中
での爆発限界が広く （4% から
74.2%）， 水素エネルギーの普
及には水素漏れを正確に検知
するセンサの開発が不可欠で
ある． 本稿では， 表面プラズ
モンの励起を利用した屈折率
センサを用いて， 試料の微小
な屈折率変動により水素漏れ
を検知するセンサについて報
告する .

緒方優紀 （情報通信
工学科） 
佐藤勇志 （情報通信
工学科） 
松田豊稔 
小田川裕之
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26
国内学会

等発表

ナノ金粒子に励
起される局在プ
ラズモン

共著 2011 年 9 月

第 65 回 電 気
関係学会九州
支部連合大会
5102

本 報 告 で は， 数 十 nm の
直 径 を 持 つ 金 属 で で
き た ナ ノ 粒 子 を 複 数 個 
配 置 し て， こ の ナ ノ 金
属 粒 子 列 に よ る 光 の
散 乱 現 象 を 数 値 解 析 
す る． そ し て， ナ ノ 金
属 粒 子 間 で の 局 在 表
面 プ ラ ズ モ ン の 相 互 作 
用 を 数 値 的 に 明 ら か
に し， ナ ノ 金 属 粒 子 列
に お け る 局 在 表 面 プ ラ 
ズモンに基づく光吸収特性に
ついて調べる．

松田豊稔 
小田川裕之 
川野光則 （Lumerical 
Solutions） 
歌丸集 （専攻科）

27
国内学会

等発表

遠 心 ポ ン プ に
発生するキャビ
テーションの熱
力学的効果とそ
の吸込性能への
寄与

単著 2011 年 9 月

第 66 回ターボ
機械協会宮崎
地 方 講 演 会，
pp60-65

キャビテーションの熱力学的効
果を解明するため， 液体窒素
を圧送できる遠心ポンプ管路
系を開発し，実験をおこなった．
実験の結果， 熱力学的効果は
流量の影響を受けること， そし
て， 吸込性能が悪い羽根車の
方が， より大きなキャビテーショ
ンが発生するまで全揚程の効
果がないことがわかった．

田中禎一

28
国内学会

等発表

遠隔制御型ポイ
ンティングデバイ
スの開発

共著 2011 年 9 月

電 気 学 会 電
子 ・ 情報 ・ シ
ス テ ム 部 門 大
会 講 演 論 文
集 ,PP.1661-
1662

レーザポインタなどのポイン
ティングデバイスによる物体指
示においては， 操作者の不随
意運動に伴う照射光点の振動
抑制や定点追跡， 規則的軌
跡への追従を手動で実現する
ことは困難である。 本研究で
は， 指示装置とは独立して遠
隔制御されるチルトパン機能を
有した 2 自由度マニピュレータ
型れーざぽインティング方式を
提案し， その実現について報
告した。

建山弓弦 （専攻科） 
大塚弘文

29
国内学会

等発表

発 振 回 路 の Ｑ
ファクタを適用し
たスパイラルイン
ダクタの等価回
路解析

単著 2011 年 9 月

電子情報通信
学 会 2011 年
エレクトロニク
スソサイエティ
大 会， no.C-
2-2， pp.26

スパイラルインダクタの真性分
部を表す 1 端子対等価回路に
ついて Q ファクタの表示式を
導出し， さらにこの式による数
値計算例を示した．

伊山義忠

30
国内学会

等発表

簡 易 装 薬 ホ ル
ダーを使用した
コンクリート躯体
の 動 的 破 断 面
制御技術

共著 2011 年 9 月
土木学会第 66
回年次学術講
演会

簡易装薬ホルダーを使用した
コンクート躯体の動的破断面
制御技術の有効性を実規模実
験で示した。

中村裕一 
加藤政利 
緒方雄二 
ほか 2 名



－ 131 －－ 131 －

区分
著書， 学術論文

等の名称

単著， 
共著
の別

発行又は発表 
の年月

発行所， 発表雑
誌等又は発表学

会等の名称
概　　　　　　　　要 氏　名 （所属）

31
国内学会

等発表
共著 2011 年 9 月

日本植物細胞
分子生物学学
会 第 29 回 大
会

花粉特異的遺伝子群の探索
を目的として、 サブトラクション
法により単離された Argonaute
タンパク質 (AGO) の cDNA 全
長配列を単離した。 LiAGO の
予想されるアミノ酸配列には、
AGO に共通する特徴的な機
能ドメインである PAZ ドメイン
および PIWI ドメインが保存さ
れ て い た。 LiAGO は 雌 性 配
偶体である成熟胚珠、 体細胞
組織である柱頭および花柱、
葉、 根では発現していなかっ
た。 花粉の発達過程における
発現量をリアルタイム PCR 法
を 用 い た 定 量 的 RT-PCR 法
で調べた。 LiAGO は減数分
裂期の花粉母細胞や小胞子、
小胞子分裂直後の花粉では
ほとんど発現していなかった
が、 雄原細胞を含む蕾長 120 
mm 以降の二細胞性花粉中期
から発現し始め、 花粉が成熟
するに連れて発現量が増加し
た。 また、 花粉および培地上
で伸長させた花粉管における
LiAGO の mRNA の 局 在 を in 
situ hybridization 法 に よ り 調
べた結果、 LiAGO は花粉お
よび花粉管内の雄原細胞で顕
著に発現していることが示され
た。 以上の結果より、 LiAGO
は雄性配偶子形成過程におけ
る RNA サイレンシング機構に
関与し、 雄性配偶子形成過程
や受精過程における遺伝子発
現制御を担っている可能性が
考えられる。

新屋智尋 ( 横浜市大） 
最上則史 
田中一朗

32
国内学会

等発表

トリボナッチ形ス
イッチトキャパシ
タ降圧コンバー
タ

共著 2011 年 9 月

第 19 回 電 子
情報通信学会
九 州 支 部 学
生 会 講 演 会 , 
C-21

本稿では， 新しいトリボナッチ
形のスイッチトキャパシタ (SC)
コンバータを提案する ｡SC コン
バータは， キャパシタとスイッ
チを使用して， 接続を変更す
ることにより電圧変換を行う回
路で， 磁性材料を使用しない，
IC 化が実現可能な電源回路
である ｡ 提案回路は， 直並列
形 SC と同じキャパシタ数とス
イッチ数による構成で， キャパ
シタ数より高い降圧比が実現
できる ｡SPICE シミュレーション
によって， キャパシタ数 4 個
で入力電圧 12V から 10 Ωの
負 荷 抵 抗 に 92.3% の 電 力 変
換 効 率 で 1.7V の 直 流 電 圧
を供給できることが分かった ｡ 

坂口陽一 （電子工学
科） 
寺田晋也 
江口啓 （静岡大学） 
大田一郎

テッポユリ花粉に
特異的な
Argonaute
(AGO) の
発現解析
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33
国内学会

等発表

平滑キャパシタ
が不要なスイッ
チトキャパシタデ
ジタルアンプに
ついて

共著 2011 年 9 月

第 19 回 電 子
情報通信学会
九 州 支 部 学
生 会 講 演 会 , 
C-22

本稿では， デジタル選択方式
スイッチトキャパシタ （SC） 電
源を用いたデジタルアンプに
ついて， 平滑キャパシタが不
要となる新しい回路方式を提
案する ｡ 提案方式では， 従来
の SC 回路を 2 個並列接続し，
互いにプッシュプル動作させる
ことで， 平滑キャパシタが無く
ても常時出力電圧を供給する
ことができる ｡spice シミュレー
ションによって， 平滑キャパシ
タを従来回路の 1/55 倍にして
も出力電圧は理想的な波形が
得られ， 高周波での効率特性
が大幅に改善できることを明ら
かにした ｡

藤﨑光 （情報通信工
学科） 
寺田晋也 
江口啓 （静岡大学） 
大田一郎 

34
国内学会

等発表

デジタル選択方
式スイッチトキャ
パシタ電源の出
力抵抗の解析に
ついて

共著 2011 年 9 月

第 19 回 電 子
情報通信学会
九 州 支 部 学
生 会 講 演 会 , 
C-30

本稿では， デジタル選択方式
スイッチトキャパシタ （SC） 電
源の出力抵抗について， スイッ
チ素子のオン抵抗による出力
抵抗とキャパシタの充放電に
基づく SC 抵抗による出力抵抗
を解析的に求める ｡ 具体的に
は， キャパシタ数が 3 個のデ
ジタル選択方式 SC 電源につ
いて， spice シミュレーションに
よって特性を求め， 解析的に
求めた出力抵抗がどのように
影響するかを示して， 最適な
スイッチング周波数を求める方
法を明らかにした ｡ その結果，
オン抵抗による出力抵抗と SC
抵抗による出力抵抗が等しく
なる周波数の約 3 倍 (760kHz)
程度の周波数で出力抵抗は最
小となることがわかった ｡

莟邦寛 （情報通信工
学科） 
寺田晋也 
江口啓 （静岡大学） 
大田一郎

35
国内学会

等発表

デジタル選択方
式スイッチトキャ
パシタ電源の最
適容量の設計に
ついて

共著 2011 年 9 月

第 19 回 電 子
情報通信学会
九 州 支 部 学
生 会 講 演 会 , 
C-31

本稿では， デジタル選択方式
スイッチトキャパシタ （SC） 電
源について， 各キャパシタの
容量値をどのように配分したと
きに電源の効率が最大になる
かを解析的に求める ｡ 具体的
には， キャパシタ数が 3 個の
1/4 降圧のデジタル選択方式
SC 電源について， SC 抵抗に
よる出力抵抗を解析的に求め，
総容量を同じにして， 全ての
キャパシタを等しくした場合と
最適配分した場合について，
spice シミュレーションによって
特性を求め， その有効性を明
らかにした ｡

坂井健太朗 （情報通
信工学科） 
寺田晋也 
江口啓 （静岡大学） 
大田一郎

36
国内学会

等発表

雑音環境下での
ブラインド信号
分離の高速化

共著 2011 年 9 月

第 19 回 電 子
情報通信学会
九 州 支 部 学
生 会 講 演 会 , 
D-29

騒音内で話者が発話する環境
下で， 混じって観測された信
号から話者音声を高速に分離
する方法を提案した。

片山宝 （専攻科） 
石橋孝昭
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37
国内学会

等発表

高専ロボコン部
におけるミニロボ
コン

共著 2011 年 9 月

第 29 回日本ロ
ボット学会学術
講演会， 2C2-
6.

熊本高専八代キャンパスロボコ
ン部では， 学生自ら企画運営
するミニロボコンを実施してい
る． 目的は各種技術 ・ センス
の向上 ・ 維持， マネージメント
能力の育成である． 今回は段
差を越えパイロンスラロームを
行い， 中間チェックポイントに
缶スプレーのふたを置き， 折り
返してパイロンスラロームを行
い， 段差を越える競技であり，
先にゴールしたチームが勝利
である． 本発表ではミニロボコ
ンと出場したロボットを紹介す
るとともに， 分析や反省， 今後
の展望などについて述べる．

藤原晋也 , 田中健
太 ,  
水永悠介 , 松田隆
真 ,  
友田元貴 , 藤井一
光 ,  
畑野利章 （以上本科
生 ), 
滝康嘉

28
国内学会

等発表

ブラインド信号
分離における目
的信号の抽出

単著 2011 年 9 月

第 64 回 電 気
関係学会九州
支部連合大会
講演会 , p.335

周波数領域の独立成分分析に
対して， 成分置換の問題と目
的信号の抽出問題を同時に解
決する方法を提案した。

石橋孝昭

39
国内学会

等発表

ブラインド信号
分離の高速化に
対する一手法

共著 2011 年 9 月

第 64 回 電 気
関係学会九州
支部連合大会
講演会 , p.336

複数の話者が同時に発話する
環境下で， 混じって観測され
た信号から話者音声を高速に
分離する方法を提案した。

片山宝 （専攻科） 
石橋孝昭

40
国内学会

等発表

観 測 方 程 式 の
拡 大 次 元 線 形
化と形式的線形
化による非線形
オブザーバの設
計方法について

共著 2011 年 9 月

第 6 回情報デ
ザイン研究会
講 演 予 稿 集， 
p.16

一般に非線形システムをその
まま取り扱うことは容易ではな
く， 多くは 1 次近似の手法を
用いて線形化し， 既存の線
形理論を適用し問題解決を
行っている． しかし， 非線形
生の強い系に関しては線形
化の精度が悪く実用的ではな
い． そ こ で， 我 々 は拡 大 次
元の線形化関数を導入し精
度良く線形化する形式的線
形化について研究してきた． 
本稿では状態ベクトルと観測
ベクトルを拡大次元化し、 関数
近似に優れたチェビシェフ補
間近似を導入して線形化近似
精度を向上させる手法につい
て考察し， その応用として非線
形オブザーバを構成し， 電力
系統の過渡状態の推定に適用
した．

小松一男 
高田等 （鹿児島大学
名誉教授）

41
国内学会

等発表

３階直交テンソ
ル積展開の計算
法の改良とその
応用例について

共著 2011 年 9 月

第 6 回情報デ
ザイン研究会
講 演 予 稿 集 , 
pp.17-18

我々のグループでは多次元の
データを高階テンソルとして扱
い， それをベクトルのテンソル
積として展開式で表現する手
法として 3 階直交テンソル積展
開法を提案している． 近年行
列の特異値分解を拡張した高
次特異値分解が多次元データ
の処理や分析に応用されてい
る． これらの分解の概要と計
算手法の比較についてこれま
での研究成果を紹介し， 画像
データへの応用例を示して今
後の展開について述べた．

大隈千春 
村上 純 
山本直樹
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42
国内学会

等発表

多 次 元 主 成
分 分 析 の 医 療
データへの適用

共著 2011 年 9 月

第 6 回情報デ
ザイン研究会
講 演 予 稿 集 , 
pp.19-21

多次元主成分分析は、 多変量
解析によく利用される主成分分
析 (PCA) を、 高階のテンソル
データへ適用できるように拡張
されたものである。 本研究では、
サンプルデータが複数の行列お
よび複数の 3 階テンソルとなる
場合の多次元主成分分析であ
る Matrix PCA （MPCA） および
Third-order tensor PCA （TPCA）
と呼ばれる手法を、 医療分野で
利用される機能的自立度評価表
（FIM） のデータに適用して 2 方
向および 3 方向の多次元主成
分分析を試み、 本手法の有用
性を確認した。

山本 直樹 
重藤優太郎（専攻科） 
村上純 
大隈千春 
齊藤智子 （熊本リハ
ビリテーション病院） 
和泉孝 （熊本リハビリ
テーション病院）

43
国内学会

等発表

Toll 様受容体を
基にしたロイシ
ンリッチリピート
ファージライブラ
リ

共著 2011 年 9 月

第８４回日本生
化 学 会　 大 会
プログラム号　
生化学第８３巻
　p180.

無顎脊椎動物 ( ヤツメウナギや
ヌタウナギなど ) では、 VLR 抗
体が獲得免疫で用いられてい
る。 VLR 抗体は、 NT ドメインと
ロイシンリッチリピート (LRR) 分子
と CT ドメインから構成され、 脊
椎動物の toll 様受容体 (TLR) と
非常によく似た分子骨格を有して
いる。 本研究では TLR を鋳型と
した LRR ファージライブラリの構
築とインフルエンザウイルスに対
して LRR 抗体の単離を試みた。 
　変異 LRR 遺伝子を 2 つ導入
したファージライブラリを作製し、
多様性が 7.0 x 107 のライブラリ
を得た。 この LRR を提示する
ファージライブラリを用いてA/New 
Caledonia (H1N1) の不活化ワクチ
ンに対してバイオパンニングを行
い、 インフルエンザ特異的 LRR
抗体の単離を行った。 LRR ライ
ブラリは、 新たな結合分 子として
利用できる可能性が示唆された。

本田 太郎 ( 鹿児島
大 ), 
久保田 俊也 ( 鹿児島
大 ),  
神野 拓也 ( 鹿児島
大 ),  
田中 孝一 ( 鹿児島
大 ),  
吉永 圭介 ,  
橋口 周平 ( 鹿児島
大 ),  
杉村 和久 ( 鹿児島
大 )

44
国内学会

等発表

定 在 降 着 衝 撃
波不安定性によ
り誘発された重
力 崩 壊 型 超 新
星爆発における
爆 発 的 元 素 合
成 4- 初代星に
おける爆発直後
の物質混合の影
響

共著 2011 年 9 月
日本天文学会
2011 年秋期年
会 講演論文集

本研究では , 2011 年春期年会
での講演に引き続き , 定在降着
衝撃波不安定性 ( 以下 SASI と
略記 ) により誘発された重力崩
壊型超新星爆発における爆発
的元素合成を調べた . ビッグバ
ン組成を持つ始原ガスから生ま
れた 11--40 太陽質量の初代星
に対して調査を行なった . ニュー
トリノ吸収 ・ 現実的状態方程式
を考慮した 2 次元軸対称流体力
学コードを用いて, 爆発直後 (バ
ウンスから数秒 ) の放出ガスの
dynamics を流体力学計算した . 
この結果に基づいて , 元素合成
計算を行ない , 以下のことを示し
た . (1) SASI に起因する爆発直
後の物質混合の影響で鉄属元
素の放出量は Joggerst 等の結果
より増加する , (2) 得られた組成
分布は , 低金属量星の観測値を
再現する . 

藤本信一郎 
橋本正章 (九州大学) 
小野勝臣 (九州大学) 
固武慶 (国立天文台) 
大西直文 (東北大学) 
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45
国内学会

等発表

タンパク質重合
反応を利用する
フロー表面プラ
ズモン共鳴イム
ノセンサの高感
度化

共著 2011 年 9 月
日本分析化学
会第 60 年会Ｈ
1003

表面プラズモン共鳴イムノセン
サをこれまで以上に高感度化
するため， 定量対象物をタン
パク質カゼインに結合させたコ
ンジュゲートを合成した． この
コンジュゲートを用いた競争的
免疫定量法では従来の 10 倍
の定量感度が得られた．

大島真由美， 阪本一
平 （矢部川電気工
業）， 
川上怜司， 石松亮
一， 中野幸二 （九州
大学）， 
大島賢治， 
今任稔彦（九州大学）

46
国内学会

等発表

音源方向のリア
ルタイム推定に
関する考察

共著 2011 年 9 月

平成 23 年電
気学会産業応
用部門大会講
演論文集 , pp. 
341-344

ブラインド信号分離に関して、
リアルタイムで音源方向を推定
する方法を提案した。

岩崎宣生 （九州工業
大学） 
石橋孝昭 
松崎隆哲（近畿大学） 
平野剛 （近畿大学） 
白土浩 （近畿大学） 
井上勝裕 （九州工業
大学） 
五反田博（近畿大学）

47
国内学会

等発表

ソフトウェア保護
機構を構成する
コードの特徴評
価の試み

共著 2011 年 10 月

TF-IDF を用いてソフトウェア保
護機構を構成するコードの特
徴 （目立つ度合い） を評価す
る方法を提案した．

神崎雄一郎 
門田暁人 （奈良先端
大）

48
国内学会

等発表

Long Day's 
Journey into 
Night に見られ
る母胎回帰への
憧憬

単著 2011 年 10 月

サイコアナリ
ティカル英文
学会第３８回大
会

Eugene O'Neill の生い立ちと
深く関係のある作品について
考 察 し、 O'Neill の 母 と 家 族
が求めていたものについて精
神分析学的なアプローチで分
析 ・ 読解した。

松尾かな子

49
国内学会

等発表

周期構造に励
起される表面プ
ラズモンの偏光
特性を用いた屈
折率の微小変
動検出 

共著 2011 年 10 月

電子情報通信
学会光エレクト
ロニクス研究会
OCS2011-91, 
OPE2011-129, 
LQE2011-92, 
pp. 193-198

本研究では， 微小な屈折率
変動の検出法として， 周期構
造における表面プラズモン共
鳴吸収の偏光特性を利用す
る方法について検討している．
シミュレーション及び実験によ
り， 構造を最適化することによ
り， 高感度のセンサが得られる
可能性が示されている． また，
表面にパラジウム膜をコーティ
ングした水素センサについても
シミュレーションと実験を行って
いる．

小田川裕之 
松田豊稔

50
国内学会

等発表

Twitter を用いた
学内情報伝達シ
ステムの開発

共著 2011 年 10 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム論文
集

多くの教育機関では、 学生
と教職員との連絡手段として
電 子 メ ー ル が 用 い ら れ て い
る。 多 く の 場 合、 学 生 は 携
帯電話を用いて電子メールを
送受信するが、 緊急時には
携帯電話事業者が提供する
メールサーバーが過負荷とな
り、 連絡の不達が発生する。 
本研究では、 電子メールに代
わるものとして Twitter に着目
し、 学内連絡への利用におけ
る注意点などを考察した上で、
Twitter をプラットフォームとし
た学内連絡システムを構築し
ている。

早田圭佑 （専攻科） 
永田和生

コンピュータ
セキュリティ
シンポジウム
2011(CSS2011)
予稿集，
pp.827-832
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51
国内学会

等発表
中野重治と志賀
直哉

単著 2011 年 10 月
中野重治を語
る会

中野重治の蔵書への書き入れ
を手かがりに志賀直哉との関
係を明らかにした

古江研也

52
国内学会

等発表

アイルランド民
話における異界
的存在について

単著 2011 年 11 月
第 55 回熊本
大学英文学会

アイルランド民話に登場する、
妖精を含めた様々な超自然的
存在や現象について、 広く異
界的存在として捉え直し、 その
全体像を網羅的に示していくこ
とにより特徴を考察し明らかに
していく。 本発表では特にそ
の外観的特徴の観点から考察
した。

髙木朝子

53
国内学会

等発表

Si 添加したβ
-Ga2O3 の高温
アニール処理に
よる結晶性評価

共著 2011 年 11 月

平成 23 年度
応用物理学会
九州支部学術
講演会

透明電極薄膜への応用を目指
し、 スパッタリング法により作成
したシリコンをドープした酸化
ガリウム薄膜の結晶性を XRD
等により評価した。

高原基 （専攻科） 
船崎優 （専攻科） 
工藤淳 （専攻科） 
角田功 
高倉健一郎 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
村上克也 （日本ガス
ケミ） 
渋谷睦夫 （エコマ
ザー）

54
国内学会

等発表

電子線照射した
Ge ダイオードの
電気的特性の
劣化挙動

共著 2011 年 11 月

平成 23 年度
応用物理学会
九州支部学術
講演会

Ge の移動度は Si よりも数倍高
く、 高速デバイスとして利用す
ることが期待されている。 本研
究では電気特性よりキャリアラ
イフタイムを導出し Si との比較
を行った。

田中龍之 （専攻科） 
塚本真幹 （専攻科） 
角田功 
米岡将士 
高倉健一郎 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業）

55
国内学会

等発表

両眼視差と運動
視差に基づく 3
次元映像提示 

共著 2011 年 11 月
第 10 回電子
情報系高専
フォーラム , A4

人間の動作に連動して画像
が動く、 運動視差を考慮した
画像提示システムを構築した 

上田陽介 （専攻科） 
松永英也 （専攻科） 
中島栄俊

56
国内学会

等発表

頭部運動に連
動した遠隔操作
用カメラ制御装
置の開発

共著 2011 年 11 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム ,A3 

頭部運動に連動して、 遠隔操
作対象に搭載したカメラが動作
するシステムを構築した。

松永英也 （専攻科） 
中島栄俊

57
国内学会

等発表

フラクタルモデ
ルのレンダリング
高速化に関する
考案およびその
検証

共著 2011 年 11 月
第 10 回電子
情報系高専
フォーラム

GPU を用いたジュリア集合とマ
ンデルプロ集合の 3 次元可視
化における描画と計算の高速
化するため， 既存技法を調査
し， 新たな方法を考案し検証
を行った．

孫寧平 
宮崎良 （専攻科）

58
国内学会

等発表

モーションキャプ
チャに応用でき
るマルチステレ
オマッチング法
の開発

共著 2011 年 11 月
第 10 回電子
情報系高専
フォーラム

MSM システムによるモーション
キャプチャの関発における問
題点を検討し， それらを解決
する方法とアルゴリズムを考案
し， 検証を行った．

孫寧平 
長岡博 （専攻科）
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59
国内学会

等発表

平滑キャパシタ
が不要なスイッ
チトキャパシタデ
ジタルパワーア
ンプに関する研
究

共著 2011 年 11 月

第 10 回電
子情報系高
専フォーラ
ム , no.B-15，
pp.127-130

最近， デジタル選択方式 SC 電
源を用いて従来とは全く異なっ
たデジタルパワーアンプが提案
されている ｡ 本研究では， この
デジタルパワーアンプについて，
平滑キャパシタが不要となる新し
い回路方式を提案する ｡ 提案回
路について従来回路と比較して
Hspice シミュレーションによって
回路の特性を明らかにした ｡ そ
の結果， 従来の回路に比べ大
幅な効率の改善ができ， 現在，
普及しているデジタルアンプの
効率が 80 ～ 90% に対し， 十分，
実用化できるデジタルアンプを
コイルレスで製作できることがわ
かった ｡ 今後， 実用性のある
16bit のデジタルアンプを構成し
ていく予定である ｡

鍋田啓司 （専攻科） 
寺田晋也 
江口　啓 （静岡大学） 
大田一郎

60
国内学会

等発表

デジタル選択方
式スイッチトキャ
パシタ電源の出
力抵抗の解析と
設計

共著 2011 年 11 月

第 10 回電
子情報系高
専フォーラ
ム , no.B-16，
pp.131-134

本稿では， ディジタル選択方式
スイッチトキャパシタ電源の出力
抵抗について， スイッチ素子の
オン抵抗による影響を解析的に
求めた ｡ 解析的に求めた出力抵
抗は， シミュレーションによって求
めた出力抵抗と比較し， 誤差率
2.37% 以下でよく一致することを確
かめた ｡ 更に， キャパシタ数が 5
個のディジタル選択方式と， キャ
パシタ数が 11 個の直並列切換
え方式で， 共に昇降圧比が 9/11
の条件下で比較て， ディジタル
選択方式の方が出力抵抗 RO が
小さく， 電力変換効率が約 13.2%
高いことが確認できた ｡

鍬本圭介 （専攻科） 
寺田晋也 
江口　啓 （静岡大学） 
大田一郎

61
国内学会

等発表

周波数解析によ
るステレオ音響
信号の分離

共著 2011 年 11 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム , 
pp. 103-106

時間周波数領域での情報を利
用した音響信号の分離方法を
提案した。

田口浩太郎（専攻科） 
石橋孝昭

62
国内学会

等発表

観 測 信 号 の 方
位ヒストグラムを
利用した雑音環
境下でのブライ
ンド信号分離

共著 2011 年 11 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム , 
pp. 99-102

複数の話者が同時に発話する
環境下で， 混じって観測され
た信号から話者音声を高速に
分離し， 相関を用いて整合性
のある復元方法を提案した。

片山宝 （専攻科） 
石橋孝昭

63
国内学会

等発表

中途視覚障がい
者のための理療
問診用オンライ
ン手書きメモシ
ステムの開発

共著 2011 年 11 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム講
演会論文集，
pp． 23-26

中途視覚障害者の筆記行動を
支援する文字入力システムの
提案を提案している。

賀久和弥 ( 専攻科） 
清田公保

64
国内学会

等発表

複合パラメータ
と話者正規化に
基づく音声認識
システムの耐雑
音性に関する研
究

共著 2011 年 11 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム講
演論文集，
pp.107-110

本論文では， 複合パラメータと
話者正規化に基づく音声認識シ
ステムを実用化するにあたって
必要となる環境雑音の影響につ
いて調べている． 色々な雑音に
ついて実験した結果， 通常のパ
ソコンが置かれたオフィス環境で
は 30dB 以上の SN 比があれば，
認識率はほとんど低下しないこと
が分かった． 　

出水大志 
池田直光
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65
国内学会

等発表

RPROP を用い
たパルスニュー
ロンモデルの学
習高速化

共著 2011 年 11 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム予稿
集， pp.111-
114

本稿では， 岩田らの学習手
法を変更し， 乗算器の不要
な PN モデルの学習手法とそ
の実数値入出力に関するシ
ミュレーションについて述べた． 
提案手法は XOR 問題に対して，
バイナリ値を入出力に設定した場
合は高い学習成功率を示したが，
実数値を入出力に設定した場合
では， 学習成功率は低かった． 
今 後 の 課 題 と し て， 
・ 学習成功率の向上のために
RPROP （Resilient backpropagation）
の採用の検討関数近似 （回帰問
題） が行える新たなモデルの開発 
・ FPGA， ASIC な ど の
ハ ー ド ウ ェ ア 上 へ の 搭 載 
などが挙げられる．

細井勇佑 （専攻科） 
松尾和典 
本木実 
黒川憲宏 （テクノデ
ザイン株式会社） 
山本博康 （テクノデ
ザイン株式会社）

66
国内学会

等発表

筋電信号を用い
た車椅子の状態
推定

共著 2011 年 11 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム論文
集 ,pp.71-74

　本研究では車椅子を操縦する
利用者の動作を推定することを
目的とし， 車椅子の動作前に計
測される筋電信号おいて， 利用
者の意思を読み取れる点と， ア
シストの遅延改善に有効である
点から， 筋電信号を用いて利用
者の動作を推定した．

鍬本一至 （専攻科） 
柴里弘毅

67
国内学会

等発表

光学式モーショ
ンキャプチャシ
ステムの精度向
上における一考
察

共著 2011 年 11 月

第 10 回電子
情報系高専
フォーラム論文
集 ,pp.75-78

　光学式モーションキャプチャシス
テムにおいて， ＤＬＴ法による座標
推定に関係するコントロールポイン
トについて考察し，キャリブレーショ
ン精度向上について検討する．

鍋島崇統 （専攻科） 
野尻紘聖 
柴里弘毅 
大塚弘文

68
国内学会

等発表

地すべり地形の
縦断形状を用い
た危険度評価の
試み

単著 2011 年 11 月

第 20 回 NPO
法人熊本自然
災害研究会研
究発表会要旨
集， pp.15-20

熊本県内の地すべり地形の地表
面形状パターンと変位率の関係か
ら， 地すべり地形は移動に伴い形
状が徐々に変化することを示した。
また， 縦断面積比を定義し， これ
を使って地質別に地すべり地形の
不安定さのランク分けを行った。

岩部 司

69
国内学会

等発表
書字のアシスト
について

共著 2011 年 11 月

第 2 回熊本福
祉情報教育
フォーラム講演
論文集 , p.23-
24

振戦とは筋肉の収縮， 弛緩が繰り
返された場合に起きる不随意のリ
ズミカルな運動である． 生理的振
戦は誰にでも起こり得， 例えば，
手を一杯に広げたとき手の先がか
すかにふるえる現象は， 多くの人
が経験する． しかし， 振戦にはタ
イプがいくつかあり， その一つであ
る本態性振戦は早く細かいふるえ
で， 症状が軽いいうちは問題にな
らないが， 字が書きづらいなどの
日常生活に不自由をきたすことが
ある． 振戦については， リハビリ
や治療効果の客観的評価のため
の定量化や解析研究[2]などは行
われているが， 患者を支援する技
術報告はほとんど報告されていな
い． 本報告では， 振戦患者の生
活の質改善を目標にした書字アシ
ストシステムについて紹介し， 筆
跡の平滑化に関する技術につい
て述べる．

柴里弘毅
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70
国内学会

等発表

中 ・ 高齢層中
途視覚障害者
の自立 ・ 就労を
支援する文字入
力システムの開
発と有効性の実
証に関する研究
（第 2 報）

共著 2011 年 11 月

第 2 回熊本
福祉情報教
育フォーラム
講演論文集，
No.2,pp.11-14

中 途 視 覚 障 害 者 の 筆 記 行
動を支援する文字入力シス
テムの提案を提案している。 

伊藤和之 （国立リハ
センター） 
加藤　麦 （国立リハ
センター） 
伊藤和幸 （国立リハ
センター） 
清田公保 
江崎修央 （鳥羽商船
高専） 
石川充英 （東京都立
視覚障碍者センター） 
内村圭一（熊本大学）

71
国内学会

等発表

室内用パーソナ
ルモビリティ装
置 （STAVi） を
活用した学校教
育環境ユニバー
サル構想プロ
ジェクト

共著 2011 年 11 月

第 2 回福祉情
報教育フォー
ラム講演論文
集， pp.29-30

室内用パーソナルモビリティ装
置 （STAVi） を， 学校教育環
境のユニバーサルデザイン化
へ活用するための基礎調査を
行うものである。

永田正伸 
大塚弘文 
柴里弘毅 
三好正純 
清田公保 
合志和洋 
下田貞幸 
開豊 
山下徹

72
国内学会

等発表

マイクロストリップ
線路と SAW 素
子を用いたマイ
クロ波帯広帯域
低損失フィルタ

共著 2011 年 11 月

第 32 回超音
波エレクトロニ
クスの基礎と
応用に関する
シンポジウム
講演論文集，
pp.229-230．

マイクロストリップランと SAW 共
振器とを組み合わせた構成か
らなる， 低損失， 広帯域なフィ
ルタを提案した ｡ その構造なら
びに試作結果について報告し
ている ｡

谷口享起 （専攻科） 
川端雄三 （情報通信
工学科） 
小田川裕之 
下塩義文 
伊山義忠 
大田一郎 
山之内和彦 （東北大
学）

73
国内学会

等発表

「Toni Morrison, 
Jazz についての
解釈の試み」

単著 2011 年 11 月
第 55 回熊本
大学英文学会

ト ニ ・ モ リ ソ ン の 小 説 『 ジ ャ
ズ』 において、 主人公 Violet 
Trace 像に従来とは異なる解
釈を与えた。 従来は狂気によ
るとされていた奇妙なふるまい
を５パターンに分けて検証した
結果、 それらは自分の母親の
行動の恣意的な再演であった
こと、 母の死と向き合う行動で
あることがわかった。 次世代の
女性に経験や知恵を継承して
いく力強い Violet 像を提示し、
『ジャズ』 は男女間の愛という
よりは、 母娘の愛の物語として
とらえることができることを示し
た。

楠元実子

74
国内学会

等発表

複数のナノ金属
粒子による光散
乱の数値解析

共著 2011 年 11 月

電子情報通信
学会光エレクト
ロニクス研究会
OCS2011-90, 
OPE2011-128, 
LQE2011-91 , 
pp. 187-192

ナノサイズの大きさを持つ金属
でできたナノ粒子を複数個配
置したナノ金属粒子群による
光の散乱と吸収を、 局在プラ
ズモンに関連して計算機シミュ
レーションにより調べている。

松田豊稔 
小田川裕之 
歌丸集 （専攻科） 
川野光則 （Lumerical 
Solutions）
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75
国内学会

等発表

中途視覚障害
者の筆記行動を
支援する文字入
力システムの提
案 
―自立訓練 ・
理療教育 ・ 
福祉工学 ・ エン
ドユーザーの連
携― 

共著 2011 年 11 月

日本リハビリ
テーション連
携科学学会第
12 回大会論文
集， pp.46-47

中 途 視 覚 障 害 者 の 筆 記 行
動を支援する文字入力シス
テムの提案を提案している。 

伊藤和之 （国立リハ
センター） 
谷口　勝 （国立リハ
センター） 
加藤　麦 （国立リハ
センター） 
水沼健生 （国立リハ
センター） 
森　一也 （国立リハ
センター） 
波多野朝香 （国立リ
ハセンター） 
伊藤和幸 （国立リハ
センター） 
清田公保 
江崎修央 （鳥羽商船
高専） 
石川充英 （東京都立
視覚障碍者センター） 
内村圭一（熊本大学）

76
国内学会

等発表

次元圧縮型確
率ニューラル
ネットを用いたブ
レイン ・ マシン ・
インタフェース

共著 2011 年 11 月

日本人間工学
会中国 ・ 四国
支部九州 ・ 沖
縄支部合同開
催支部大会講
演論文集 , pp. 
82-83

本稿では， 次元圧縮機能と時
系列信号の識別機能を有する
新しいリカレント型確率ニュー
ラルネットを提案する．提案ネッ
トワークは， 判別成分分析を
その構造に導入しており， 多
変量時系列データの次元圧
縮を可能とする． また GMM と
HMM に基づいて， 圧縮した
時系列信号の各クラスに対す
る事後確率を算出する． これ
により， 高次元の時系列パター
ンを低次元に圧縮でき， また
高精度な識別が期待できる．

伊藤達也 
植野岳 
芝軒太郎 
島圭介 
栗田雄一 
辻敏夫 ( 広大 ) 
卜楠

77
国内学会

等発表

リサイクルガラス
と蓄光材の複合
化

共著 2011 年 12 月

第 21 回九州
沖縄地区高専 
フォーラム講演
要旨集 （大分）

リサイクルガラスの有効利用を
目的に , 蓄光材とガラス基材の
複合化についての製造法と蓄
光性についての基礎データを
得た。 　

山口大毅 （本科生） 
木幡進 

78
国内学会

等発表

移動体通信に
おける半導体デ
バイスの役割と
今後の開発

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 22-
25

SiGe 層 を Si MOSFET の ソ ー
スおよびドレインに用いることで
チャネル部に歪を加え移動度を
向上させることができる。 本研
究では、 SiGe S/D p-MOSFET
を製作し、 電子線照射による特
性劣化を調査した．

中島敏之 （中央電子
工業） 
出本竜也 （専攻科） 
米岡将士 
角田功 
高倉健一郎 
E.Simoen （imec） 
C.Claeys （imec） 
吉野賢二（宮崎大学）

79
国内学会

等発表

CIGS 太陽電池
の劣化機構の解
明

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 2-5

CIGS 太陽電池の宇宙応用を
目指し、 透明電極材料の検討
や簡便な評価法についてまと
めた。

杉山睦 （東京理科大
学） 
廣瀬維子 （東京理科
大学） 
松本靖弘 （東京理科
大学） 
藁澤萌（東京理科大学） 
角田功 
高倉健一郎 
大山英典
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80
国内学会

等発表

陽子線照射によ
る CIGS 太陽電
池への影響

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 26-
27

CIGS 太陽電池の宇宙応用を
目指し、 CIGS 太陽電池に及
ぼす陽子線照射の影響を評価
した。

廣瀬維子 （東京理科
大学） 
藁澤萌 （東京理科大
学） 
角田功 
高倉健一郎 
木村真一 （東京理科
大学） 
大山英典 
杉山睦 （東京理科大
学） 

81
国内学会

等発表

高温熱処理によ
る Ga2O3 薄膜の
相転移

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 46-
47

透明電極薄膜への応用を目指
し、 Si 基板上に成膜した酸化
ガリウム薄膜の結晶性につい
て熱処理温度が及ぼす影響を
評価した。

船崎優 （専攻科） 
工藤淳 （専攻科） 
高原基 （専攻科） 
高倉健一郎 
角田功 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
渋谷睦夫 （エコマ
ザー） 
村上克也 （日本ガス
ケミ）

82
国内学会

等発表

Ge ダイオードの
耐 放 射 線 特 性
に関する評価

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 48-
49

Ge の移動度は Si よりも数倍高
く、 高速デバイスとして利用す
ることが期待されている。 本研
究では電気特性よりキャリアラ
イフタイムを導出し Si との比較
を行った。

田中龍之 （専攻科） 
塚本真幹 （専攻科） 
角田功 
米岡将士 
高倉健一郎 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
E.Simoen （imec） 
C.Claeys （imec）

83
国内学会

等発表

電 子 線 照 射
Si1-xGex S/D 
p-MOSFETs の
Ge 濃度依存性

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 73-
74

SiGe 層 を Si MOSFET の ソ ー
スおよびドレインに用いること
でチャネル部に歪を加え移
動度を向上させることができ
る。 本 研 究 で は、 Ge の 量
を 0 から 30% まで変化させた
p-MOSFET を製作し、 電子線
照射による特性劣化を調査し
た．

出本竜也 （専攻科） 
長岡裕一 （専攻科） 
中島敏之 （中央電子
工業） 
角田功 
高倉健一郎 
米岡将士 
大山英典 
M.B.Gonzalez （imec） 
E.Simoen （imec） 
C.Claeys （imec）

84
国内学会

等発表

電子線照射 Ge 
p-MOSFET の
ゲート長依存性

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 75-
76

Ge の移動度は Si よりも数倍高
く、 高速デバイスとして利用す
ることが期待されている。 本研
究ではゲート長を変調した Ge 
p-MOSFET に及ぼす電子線
照射の影響を電気的特性から
評価した。

塚本真幹 （専攻科） 
田中龍之 （専攻科） 
角田功 
米岡将士 
高倉健一郎 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
E.Simoen （imec） 
C.Claeys （imec）
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85
国内学会

等発表

IGBT に与える
電子線照射の
影響

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 77-
78

パワーデバイスの一つに IGBT
がある。 本研究ではシリコンを
材料にした IGBT に及ぼす電
子線照射の影響を電気的特性
から評価した。

津曲大喜 （専攻科） 
角田功 
米岡将士 
高倉健一郎 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
中林正和 （ルネサス
エレクトロニクス）

86
国内学会

等発表

スパッタリング法
によるβ-Ga2O3

薄膜へのSnドー
プ効果

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 81-
82

透明電極薄膜への応用を目
指し、 スパッタリング法により
作成したスズをドープした酸化
ガリウム薄膜の結晶性を XRD、
SEM により評価した。

工藤淳 （専攻科） 
船崎優 （専攻科） 
高原基 （専攻科） 
角田功 
高倉健一郎 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
渋谷睦夫 （エコマ
ザー） 
村上克也 （日本ガス
ケミ）

87
国内学会

等発表

Si 添加β
-Ga2O3 薄膜の
結晶性評価

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 83-
84

透明電極薄膜への応用を目指
し、 スパッタリング法により作成
したシリコンをドープした酸化
ガリウム薄膜の結晶性を評価し
た。

高原基 （専攻科） 
船崎優 （専攻科） 
工藤淳 （専攻科） 
高倉健一郎 
角田功 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
村上克也 （日本ガス
ケミ） 
渋谷睦夫 （エコマ
ザー）

88
国内学会

等発表

ゲート長の異な
る Si1-xGex S/D 
p-MOSFET の
電子線照射損
傷

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 85-
86

ｿｰｽ ・ ﾄﾞﾚｲﾝ部分に SiGe を形
成 し た SiGe p-MOSFET に 及
ぼす電子線照射の影響をゲー
ト長の観点から評価した． そ
の結果， 全ゲート長領域 （～
1um） において， 電子線照射
により移動度が減少すること，
その影響が短ゲート領域で顕
著であることを明らかにいした．
これは， 電子線照射の影響に
加えて， チャネル領域の歪が
緩和したことを示唆している．

長岡裕一 （専攻科） 
出本竜也 （専攻科） 
中島敏之 （中央電子
工業） 
米岡将士 
角田功 
高倉健一郎 
大山英典 
M.B.Gonzalez （imec） 
E.Simoen （imec） 
C.Claeys （imec）

89
国内学会

等発表

Si1-xGex(0 ≦
x ≦ 0.01) ダイ
オードの電子線
耐性評価

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp. 87-
88

Ge をドープした Si デバイスは
放射線耐性が高いことが知ら
れている。 本研究では、 ごく
少量の Ge をドープしたときの
放射線耐性を評価した。

平山純也 （専攻科） 
東孝洋 （専攻科） 
米岡将士 
高倉健一郎 
角田功 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
J. Vanhellemont （ゲ
ント大学） 
J. M. Rafi (CNM)
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90
国内学会

等発表

Au を用いた非
晶質 Ge 薄膜の
低温結晶成長
に関する研究

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイス
フォーラム予稿
集 , pp. 89-90

本校クリーンルームにおいて、
Au 触媒を用いた非晶質 Ge 薄
膜の結晶成長を試みた結果を
まとめた。

金子貴博 （専攻科） 
高倉健一郎 
角田功

91
国内学会

等発表

Si ダイオードの
C 添加による電
子線特性の電
気的評価

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集 , pp.79-
80

Si に C を少量添加した SiC ダ
イオードに電子線照射を施し、
その影響を電気的特性により
評価した。

浅井勇輝 （専攻科） 
中島敏之 （中央電子
工業） 
角田功 
高倉健一郎 
米岡将士 
大山英典（熊本高専） 
M.B.Gonzalez （imec） 
E.Simoen （imec） 
C.Claeys （imec）

92
国内学会

等発表

つくばチャレン
ジ 2011 に向け
た小型ロボットの
開発

共著 2011 年 12 月

計測制御学会
　第 12 回シス
テムインテグ
レーション部門
講演会論文集

つくばチャレンジに向けた小型
ロボットの開発について、 その
詳細を述べた。

博多哲也 
葉山清輝 
入江博樹 （長岡技術
科学大学） 
工藤友裕

93
国内学会

等発表

判別成分分析
に基づく新し
い次元圧縮型
リカレント確率
ニューラルネット

共著 2011 年 12 月

第 12 回計測
自動制御学会
システムインテ
グレーション部
門講演会論文
集 , pp. 559-
562

本稿では， RD-RLLGMN を用
いたプレイン ・ マシン ･ インタ
フェースシステムを提案する．
提案システムではウェープレヅ
トパケット展開とＲＤＲＬＬＧＭＮ 
を組み合わせ， ＥＥＧ信号をリ
アルタイムで識別することで操
作者の意図に応じた家電機器
制御を実現する．

早志英朗 
平松侑樹 
芝軒太郎 
島圭介 （広大） 
卜楠 
栗田雄一 
辻敏夫

94
国内学会

等発表

多次元主成分
分析の機能的
自立度評価表
(FIM) データへ
の適用

共著 2011 年 12 月

第 21 回九州
沖縄地区高専
フォーラム講演
要旨集 , pp.25

主成分分析 (PCA) を用いると
複数の変量のデータについて、
1 方向の合成変量が得られる。
これを複数の行列データに拡
張した MPCA では、 2 方向の
合成変量を求めることができ
る。 同様に複数の 3 階テンソ
ルデータについて TPCA により
3 方向の合成変量が得られる。
大量のデータから特徴を抽出
する方法として、 この TPCA に
注目し、 医療データをサンプ
ルとして分析を行った。

重藤優太郎（専攻科） 
山本直樹 
村上純 
大隈千春 
齋藤智子 （熊本リハ
ビリテーション病院） 
和泉孝 （熊本リハビリ
テーション病院）

95
国内学会

等発表

複数話者の同
時発話に対する
目的音声の抽
出

共著 2011 年 12 月

第 30 回計測
自動制御学会
九州支部学術
講演会予稿
集 , pp. 75-76

複数の話者が同時に発話する
環境下で， 混じって観測され
た信号から話者音声を高速に
分離し， 観測信号の分布に基
づいた整合性のある復元方法
を提案した。

片山宝 （専攻科） 
石橋孝昭

96
国内学会

等発表

騒音環境下での
音源分離と話者
音声の抽出

共著 2011 年 12 月

第 30 回計測
自動制御学会
九州支部学術
講演会予稿
集 , pp. 77-78

騒音内で話者が発話する環境
下で， 混じって観測された信
号から話者音声を抽出する方
法を提案した。

藤森光平 （情報通信
工学科） 
石橋孝昭

97
国内学会

等発表

Hough 変換に基
づく複数話者の
発話時における
音源数推定

共著 2011 年 12 月

第 30 回計測
自動制御学会
九州支部学術
講演会予稿
集 , pp. 79-80

観測信号の同時分布に対して
Hough 変換を処理することによ
り、原信号数を推定した。 また、
その高速化を行った。

田尻祐介 （情報通信
工学科） 
石橋孝昭
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98
国内学会

等発表

中途視覚障碍
者のための理療
問診用オンライ
ン手書きメモシ
ステムの開発

共著 2011 年 12 月

第 37 回感覚
代行シンポジ
ウム発表論文
集， pp. 57-60

中途視覚障害者のための学習
支援を目的としたペン入力によ
る筆記入力システムを提案して
いる。

賀久和弥 （専攻科） 
清田公保 
合志和洋 
島川学 
江崎修央 （鳥羽商船
高専） 
伊藤和之 （国立リハ
センター）

99
国内学会

等発表

PLD 法による
Ba2CaCu2O4 
(O1-y,Fy)2，
(y=0.8) の薄膜
作製

共著 2011 年 12 月
第３回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム

頂点フッ素 Ba 系高温超伝導
体の内， Ba ２CaCu2 （O， F）
ｚの組成を持つ薄膜化につい
て， 成果を口頭発表した。

本田佑樹 （専攻科） 
木場信一郎

100
国内学会

等発表

スパッタリングによ
る Bi 系超電導薄
膜の作製

単 2011 年 12 月
第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム

Y 系超伝導薄膜の酸素拡散過程 毛利　存

101
国内学会

等発表

パルスニューロ
ンモデルのハー
ドウエア実装

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集， pp. 40-
41

パ ル ス ニ ュ ー ロ ン モ デ ル の
ハードウェア実装を行った． 今
回， PN モデルのハードウェア
実装を行い， DN モデルとの
比較の結果， 回路規模を抑え
ることに成功した． PN モデル
を用いることでハードウェア上
により多くのニューロンを実装
することができることがわかっ
た．さらに PN モデルでは 1 ビッ
トでバイナリ値だけではなく実
数値も表現することができるた
め， より複雑なパターン認識も
行うことができると期待できる．

細井勇佑 （専攻科） 
松尾和典 
本木実 
黒川憲宏 （テクノデ
ザイン株式会社） 
山本博康 （テクノデ
ザイン株式会社）

102
国内学会

等発表

VDEC CAD を
用いたパルス
ニューロチップ
の設計

共著 2011 年 12 月

第 3 回半導体
材料 ・ デバイ
スフォーラム予
稿集， pp. 71-
72

VDEC CADを用いたパルスニュー
ロチップの設計を行った．今回は，
入出力ピン数の削減， 回路規模
の縮小という点で有利なパルス
ニューロンモデルを用いたニュー
ロチップの設計を行い， VDEC に
完成した設計データを提出した． 
今後は， 完成したニューロチップ
の測定を行い， 動作確認をして
いきたい．

軸屋啓太 （専攻科） 
本木実 
松尾和典 
黒川憲宏 （テクノデ
ザイン株式会社） 
山本博康 （テクノデ
ザイン株式会社）

103
国内学会

等発表
フラクタルを用い
た 3DCG

共著 2012 年 1 月
SEMICON 
JAPAN 2011

孫研究室は開発したフラクタル
3 次元モデリングシステムにお
ける提案したアルゴリズム， シス
テムの設計と実装を紹介した．

孫寧平 
宮崎良 （専攻科） 
吉田直樹 （専攻科）

104
国内学会

等発表

医療診断支援シ
ステムの GUI 設
計

共著 2012 年 1 月
高専シンポジ
ウム

ニューラルネットワークを用いた
医療診断支援システムのユー
ザインタフェース開発を行った．
その概略について述べる．

三宅貴之 （専攻科） 
松本勉

105
国内学会

等発表

大規模 NN を用
いた医療診断支
援システムの設
計

共著 2012 年 1 月
高専シンポジ
ウム

ニューラルネットワークを用い
た医療診断支援システムにつ
いて， システム概要と効果に
ついて述べる．

淵辺祐揮 （専攻科） 
松本勉

106
国内学会

等発表

局部的な板厚減
少部分を有する
H 型短柱部材の
耐荷力実験

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム　
in 熊本　講演
要旨集， p.314

H 型短柱部材に部分的な板厚
減少部分を与え耐荷力実験を
行った。 その結果， 元の板厚
の 10% 程度ならば耐荷力に影
響がないことが分かった。

岩坪要 
山本和弥 （本科生） 
森本陽介 （本科生）
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107
国内学会

等発表

講義 ・ 実験や
講演会等を通じ
た原子力人材
育成の取組 － 
様々なアンケー
トによる分析 －

単著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in 
熊本、 SD11, 
P.167

平成 23 年 3 月 11 日に発生した
東日本大震災は約２万人に達す
る死者・ 不明者を出す未曾有の
大惨事であった。 この時、 巨大津
波に起因し東京電力福島第一原
発で炉心溶融および水素爆発が
発生し、 国際原子力事象評価尺
度のレベル 7 （深刻な事故） に
相当する多量の放射性物質が外
部に漏れ出た。 本報告では、 熊
本高専が平成 20 年度より継続し
て実施している 「原子力研究促進
プログラム」 事業の取組内で実施
した福島原発事故に関連したアン
ケートの結果について報告する。

小田明範

108
国内学会

等発表

オゾン水と炭素
繊維を用いた排
水処理

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム 
in 熊本講演要
旨集 p.365

オゾン水と炭素繊維を用いた排
水処理法について検討した。 　

田中彩千乃（専攻科） 
木幡進 

109
国内学会

等発表

頭部運動に連動
した遠隔操作用
カメラ制御システ
ムの開発と評価

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専
シンポジウム

ステレオ型 HMD 用の、 頭部
運動に連動する遠隔操作対象
用カメラシステムの構築、 およ
び性能評価実験

松永英也 （専攻科） 
中島栄俊

110
国内学会

等発表

ＧＰＳ温度計によ
る都市熱環境の
計測

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集

2011 年 8 月の早朝及び日中に
八代市都市域を対象とした自動
車による気温分布の移動観測を
行い、 八代市程度の地方小都
市においても明確なヒートアイラ
ンドが現れていることを確認した。

岩瀬玄 （専攻科） 
齊藤郁雄

111
国内学会

等発表

双方向映像通信
によるモバイル学
習システムの構築

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専シ
ンポジウム in 熊
本講演要旨集

携帯電話を使った双方向で画
像をやりとりする学習支援シス
テムを構築した。

小山善文 
岩下彩香 （専攻科）

112
国内学会

等発表

RFID による移動
ロボットの位置
情報取得

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集， pp. 103

本研究では， ロボット間の個
体差による位置取得誤差をな
くすことを目的として， RFID を
用いた移動ロボット用位置情報
取得システムを構築した。

内藤和紀 （専攻科） 
嶋田泰幸 
大塚弘文 
松本匡史 （専攻科）

113
国内学会

等発表

基礎ディジタル
回路補完学習プ
ログラム

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集， pp. 172

補完教育として， 技術教育にお
いて必須の実験演習を学習コー
スに含む PSI （個別化教授シス
テム ) 方式に基づく個別学習支
援プログラムを構築し， 実践に
使用し教育効果についての分析
結果について報告した．

博多哲也 
永田正伸 
大塚弘文 
柴里弘毅 
西村勇也 
松本勉

114
国内学会

等発表

強化学習を用い
た警備 ・ 巡視シ
ステムの開発

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集， pp. 407

建物内の警備 ・ 巡視をお k ナウ
ロボットシステムの実現を目指し，
マルチエージェントによる協調捕
獲行動学習の適用を検討し， シ
ミュレーション実験を行った結果
を報告した。

松本匡史 （専攻科） 
大塚弘文 
嶋田泰幸 
内藤和紀 （専攻科）

115
国内学会

等発表

遠隔制御型ポイ
ンティングデバイ
スの開発

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集， pp. 408

本研究では， 利用者の不随意
運動に起因する指示位置の微
小振動を考慮した免震機能を有
する実空間ポインタ装置として，
可搬性に優れた遠隔操作型ポイ
ンタ装置の開発を行った。

建山弓弦 （専攻科） 
市川弘明 （専攻科） 
大塚弘文
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116
国内学会

等発表

触受容器の応
答をモデルとし
た人工感覚モ
ジュール

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム
in 熊本講演要
旨集， SB-18，
p.98

皮膚の触受容器の応答を模倣
し， 外部からの接触圧刺激や
熱刺激に対してパルス列を生成
するプログラムを作成し， マイコ
ンおよびセンサ素子から構成さ
れる人工感覚モジュールを試作
した． 刺激の大きさ，速度成分，
加速度成分のそれぞれに対応
した３種類のパルス列を生成しう
ることを実験的に示した．

前田恭佑 （専攻科） 
湯治準一郎

117
国内学会

等発表

ロボットコンテス
ト形式の学生実
験による段階的
な能力育成

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演論文
集， p. 169

本学科では， ライントレースロ
ボットを機軸にしたカリキュラム
を構築し， 実践している． その
際， 複数の学習科目を横断し
た学生実験を導入することで，
個々の要素技術の復習， 応用
の機会にすると同時に， システ
ムインテグレート能力が育まれる
よう工夫している． このような取
り組みにおいては， 基礎学習
段階での意欲減退や， 理解不
足により期待した学習効果が得
られないなどの問題をいかに防
ぐかが課題となる． この問題を
解決するために， ライントレース
ロボットの競技会を開催し， 要
素技術の習得段階での意欲が
保たれるように工夫を行った．
本報告では， 主にロボットコン
テストの内容について述べる．

柴里弘毅 
博多哲也 
嶋田泰幸 
大塚弘文 
永田正伸 
松本勉 
山本芳一

118
国内学会

等発表

非駆動型プラズ
モンセンサとそ
の水素濃度検
出への応用

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専
シンポジウムＳ
Ｂ０６

燃料電池や水素自動車など水
素エネルギーの利用が注目され
ているが， 水素は空気中での爆
発限界が広く （4% から 74.2%），
水素エネルギーの普及には水
素漏れを正確に検知するセンサ
の開発が不可欠である． 本稿で
は， 表面プラズモン [1] の励起
を利用した屈折率センサを用い
て， 試料の微小な屈折率変動
により水素漏れを検知するセン
サについて報告する .

緒方優紀 （情報通信
工学科） 
佐藤勇志 （情報通信
工学科） 
松田豊稔 
小田川裕之

119
国内学会

等発表

E-Stone® によ
る電磁波遮断特
性の検証 
－スケールモデ
ルにおける実験
－

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専
シンポジウムＳ
Ｂ２６

E-Stone® の反射率及び透過
率の実験による測定とシミュ
レーションを行い、 その結果を
発表した。

對馬佳祐 （釧路高専
専攻科） 
松田豊稔 
菊池崇志 （長岡技科
大） 
中村隆 （釧路高専）

120
国内学会

等発表

送電線設備が中
波放送送信アン
テナの入力イン
ピーダンスに及ぼ
す影響 
－スケールモデル
における実験－

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専
シンポジウムＳ
Ｂ２６

送電線設備が中波放送送信ア
ンテナの入力インピーダンスの
実験とシミュレーションの比較
を行った

坂本龍之介（専攻科） 
松田豊稔

121
国内学会

等発表

手話学習支援シ
ステム M-Smile
の構築

共著 2012 年 1 月
第 26 回熊本
県産学官技術
交流会

携帯電話を使った学習支援シ
ステムを手話マスターに展開し
たシステム開発を構築した。

小山善文 
岩下彩香 （専攻科）
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122
国内学会

等発表

表情チャート法
を利用した連続
画像表情認識
に関する研究

共著 2012 年 1 月
第 26 回熊本
県産学官技術
交流会

連続画像から得られる表情変
化を表情チャートを使って表現
しアルゴリズムを開発してサン
プル実験を行い問題点を明ら
かにした。

小山善文 
谷口正訓 （情報工学
科）

123
国内学会

等発表
複合感覚提示
器の開発

共著 2012 年 1 月
第 26 回熊本
県産学官技術
交流会

従来の感覚提示器に振動覚の
プローブを追加し、 マイコンで
制御できるデバイスを開発した

小山善文 
濱崎景 （専攻科） 
永田正伸 
福本和仁 （熊大医学
部付属病院） 
大串幹 （熊大医学部
付属病院）

124
国内学会

等発表

Ge濃度を変調し
た Si1-xGex S/
D p-MOSFETs
に及ぼす電子線
照射の影響

共著 2012 年 1 月

平成 23 年度
第 26 回熊本
県産学官技術
交流会

SiGe 層 を Si MOSFET の ソ ー
スおよびドレインに用いること
でチャネル部に歪を加え移
動度を向上させることができ
る。 本 研 究 で は、 Ge の 量
を 0 から 30% まで変化させた
p-MOSFET を製作し、 電子線
照射による特性劣化を調査し
た．

渡邊良（電子工学科） 
長岡裕一 （専攻科） 
出本竜也 （専攻科） 
角田功 
高倉健一郎 
米岡将士 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
M.B.Gonzalez （IMB-
CNM） 
E.Simoen （imec） 
C.Claeys （imec）

125
国内学会

等発表
IGBT の電子線
照射損傷

共著 2012 年 1 月

平成 23 年度
第 26 回熊本
県産学官技術
交流会

パワーデバイスの一つに IGBT
がある。 本研究ではシリコンを
材料にした IGBT に及ぼす電
子線照射の影響を電気的特性
から評価した。

森内岬希（電子工学科）
津曲大喜 （専攻科） 
崎山晋（電子工学科） 
高倉健一郎 
角田功 
大山英典 
中林正和 （ルネサス
エレクトロニクス）

126
国内学会

等発表

Si 添加したβ
-Ga2O3 の高温
アニール処理に
よる結晶性評価

共著 2012 年 1 月

平成 23 年度
第 26 回熊本
県産学官技術
交流会

透明電極薄膜への応用を目指
し、 スパッタリング法により作成
したシリコンをドープした酸化
ガリウム薄膜の結晶性を評価し
た。

合田稜平（電子工学科）
工藤淳 （専攻科） 
高原基 （専攻科） 
船崎優 （専攻科） 
高倉健一郎 
角田功 
大山英典（熊本高専） 
中島敏之 （中央電子
工業） 
渋谷睦夫（エコマザー）
村上克也（日本ガスケミ）

127
国内学会

等発表

β- Ga2O3 薄膜
への Sn ドーピン
グ効果

共著 2012 年 1 月

平成 23 年度
第 26 回熊本
県産学官技術
交流会

透明電極薄膜への応用を目
指し、 スパッタリング法により
作成したスズをドープした酸化
ガリウム薄膜の結晶性を XRD、
SEM により評価した。

石橋和也（電子工学科）
合田稜平（電子工学科）
岩瀬史樹（電子工学科）
工藤淳 （専攻科） 
高原基 （専攻科） 
船崎優 （専攻科） 
高倉健一郎 
角田功 
大山英典 
中島敏之 （中央電子
工業） 
渋谷睦夫（エコマザー） 
村上克也（日本ガスケミ）
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128
国内学会

等発表
商用 JFET の電
子線損傷

共著 2012 年 1 月

平成 23 年度
第 26 回熊本
県産学官技術
交流会

商用の接合型 FET に及ぼす
電子線照射の影響を電気的特
性により評価した。

崎山晋（電子工学科） 
津曲大喜 （専攻科） 
出本竜也 （専攻科） 
高倉健一郎 
角田功 
米岡将士 
大山英典

129
国内学会

等発表

(0001) 配向 AlN
および ScAlN 薄
膜を用いた極性
反転共振子

共著 2012 年 1 月
圧電材料 ・ デ
バイスシンポジ
ウム 2012, C-5

AlN お よ び ScAlN 薄 膜 の 極
性制御について検討した。 成
膜前に Ar イオンビームで Al
下地電極をエッチングした後
(0001) 配向 AlN を成膜したとこ
ろ極性反転構造が形成されて
いることを確認した。 ScAlN で
は Sc 粒とアルミナ粒を Al ター
ゲット上に置いて成膜すること
により極性反転構造を形成で
きた。

鈴木雅視 （名工大） 
菅沼信広 （名工大） 
柳谷隆彦 （名工大） 
小田川裕之

130
国内学会

等発表

一方向性すだ
れ状電極のベク
トル解析と高結
合 ・ 零温度基板
を用いた OFC
弾性表面波タッ
グ、 センサー、 
広帯域フィルタ

共著 2012 年 1 月
圧電材料 ・ デ
バイスシンポジ
ウム 2012, D-5

AlN お よ び ScAlN 薄 膜 の 極
性制御について検討した。 成
膜前に Ar イオンビームで Al
下地電極をエッチングした後
(0001) 配向 AlN を成膜したとこ
ろ極性反転構造が形成されて
いることを確認した。 ScAlN で
は Sc 粒とアルミナ粒を Al ター
ゲット上に置いて成膜すること
により極性反転構造を形成で
きた。

小田川裕之 （熊本高
専） 
D. Malocha
（University of Central 
Florida） 
山之内和彦（東北大）

131
国内学会

等発表

3DCG フラクタ
ル ・ エンジンの
開発に関する研
究 ─ 3 次元フラ
クタルモデルの
デザインと 3DC 
ユーザーインタ
フェイスの実装 
─

共著 2012 年 1 月
高専シンポジ
ウム in 熊本

OCBLOCK といったフラクタル
構造を提案し， そのユーザー
インタフェースとモデリングシス
テムを開発した．

孫寧平 
吉田直樹 （専攻科）

132
国内学会

等発表

フラクタルモデ
ルの可視化に関
する研究 ─マン
デルプロ集合と
ジュリア集合の
グラデーション
による立体的な
表現手法に関
する研究 ─

共著 2012 年 1 月
高専シンポジ
ウム in 熊本

GPU を用いたフラクタルのジュ
リア集合とマンデルプロ集合を
3 次元可視化の高速化を考案
し検証を行った．

孫寧平 
宮崎良 （専攻科）

133
国内学会

等発表

フロッキングモデ
ルを用いた 3D 
空間シミュレー
ターの開発に関
する研究

共著 2012 年 1 月
高専シンポジ
ウム in 熊本

人工知能のフロッキングアルゴ
リズムを人間の群れの動きのシ
ミュレーションに適用し， その
検証を行った．

孫寧平 
古閑智士 （専攻科）

134
国内学会

等発表

マルチステレオ
マッチングモデ
リングシステムの
設計と開発に関
する研究

共著 2012 年 1 月
高専シンポジ
ウム in 熊本

MSM システムによる 3 次元モ
デリングシステムを設計と開発
した．

孫寧平 
瀬海亮 （専攻科）
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135
国内学会

等発表

マルチステレオ
マッチングを用
いたモーション
キャプチャの開
発に関する研究

共著 2012 年 1 月
高専シンポジ
ウム in 熊本

マルチステレオ法を利用した
モーションキャプチャの開発，
検証と実装を行った．

孫寧平 
長岡博 （専攻科）

136
国内学会

等発表

アカハライモリ
BMP のクローニ
ング

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専シ
ンポジウム， 講
演要旨集， p.

アカハライモリの BMP2 の完全
長 cDNA をクローニングし、 発
現パターンを解析した。

元木純也 
川口那未 
古里寿美男 
金田照夫

137
国内学会

等発表

アカハライモリ
Lim-1 のクロー
ニングと発現解
析

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専シ
ンポジウム， 講
演要旨集， p.

アカハライモリの頭部神経形
成に関与する Lim-1 の部分的
cDNA をクローニングし、 発現
パターンを解析した。

元木純也 
古里寿美男 
川口那未 
金田照夫

138
国内学会

等発表

アカハライモリ
VegT のクローニ
ングと発現解析

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専シ
ンポジウム， 講
演要旨集， p.

アカハライモリの胚葉形成に必
須な遺伝子である VegT の完
全長 cDNA をクローニングし、
発現パターンを解析した。

元木純也 
塚元翔平 
藤崎晋吾 
金田照夫

139
国内学会

等発表

有尾両生類の
免疫関連遺伝
子の解

共著 2012 年 1 月
第 17 回高専シ
ンポジウム， 講
演要旨集， p.

 抗原特異的な応答で知られる
獲得免疫は脊椎動物のみで見
られる高度な生物システムで、
脊椎動物の進化過程で、 獲得
免疫がどのように高度化してき
たのかを知ることは大変興味深
いことである。 現在、 獲得免
疫の研究は、 ほとんどが哺乳
類でなされており、 ごく一部が
魚類でも行われている。 そこ
で、 魚類の結果と哺乳類の結
果とを結びつける上で、 系統
的に中間に位置する両生類の
研究が必要である。 本研究で
は獲得免疫で重要な役割をし
ている AID 遺伝子と TLR4 遺
伝子について日本産のアカハ
ライモリ （両生類） を用いて解
析をおこなっている。

満崎敬子 
上原愛美 
吉永圭介

140
国内学会

等発表

熊本高専建設
技術材料試験
所における圧縮
強度の不確かさ
の推定について

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム，
講演要旨集，
p.309

ISO 17025 認証登録された本
校の建設技術材料試験所の取
り組み事例について報告した。 

浦野登志雄 
下田誠 
俣村英浩 
松浦弘明 
宮嶋久幸

141
国内学会

等発表

AZ31 マグネシウ
ム合金管の温間
及び室温曲げ
加工

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集， 2012 年，
1 月 , ｐ 47

AZ31 マグネシウム合金管の曲
げ加工に及ぼす温度と曲げの
影響を調べた． その結果， R/
D ＝ 3 のときはいずれの温度
においても良好な曲げ製品が
得られたが， R/D ＝ 2 になる
と 293K の曲げ加工中に管内
側表面からクラックが発生する
が、 その後の 473K 以上で焼
鈍処理すると充分曲げることが
できることを確認した．

米原尚斗 （専攻科） 
福田　泉
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142
国内学会

等発表

3 次元 CAD/
CAM/CAE を用
いた卓上型射出
鋳造装置の成
形性向上に関
する研究

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集 (2012 年 )，
p.393

本研究室では， 以前に鋳造現
象を観察するため， 任意形状
の透明なアクリル鋳型内を溶融
した低融点合金 （溶湯） で充
填できる装置 （以下， 従来型
射出鋳造装置とする） を製作
した． 本研究では， その従来
型射出鋳造装置の問題点を改
善， 高速度カメラを使って流動
現象を観察し， 成形品の成形
性を向上することを目的とした．

松本隼人 （専攻科） 
田中裕一 
宮本憲隆 
宇野直嗣（旭川高専）

143
国内学会

等発表

画像処理を利用
した自動レリー
フ製作システム
の検討

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集 (2012 年 )，
p.79

本研究では， レリーフ作成の
際に， 画像データの取り込み，
画像処理， 点群データの作成，
保存などを VB （Visual Basic）
によって作成したプログラムで
行った． また， この画像処理プ
ログラムによって作成した点群
データの読み込み， 加工デー
タの作成には 3D-CAD システ
ム ： SolidWorks の機能を利用し
た． そして実際のレリーフ作成
には， 3D プリンタおよびマシニ
ングセンタを利用した．

佐藤孔亮 （専攻科） 
開　豊 
田中裕一 
宮本憲隆

144
国内学会

等発表

不溶性シクロデ
キストリン誘導体
による BpA 吸着
挙動

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集， p253

八代特産晩白柚果皮より水蒸
気蒸留法で抽出した精油およ
び晩白柚花抽出物の化学分
析とシクロデキストリンを用いた
噴霧乾燥による粉末化につい
て検討した。

浜辺裕子 
野田美香 （本科生） 
久保姉理華 
前田有希 
木幡進 
濱田泰輔 ( 沖縄高
専）

145
国内学会

等発表
八代特産晩白
柚の芳香成分

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集， p374

フェニルボロン酸基を有する樹
脂の合成とバッチ法によるグル
コース吸着について検討した。

早川瑠璃 
佐伯知香 
大島賢治 
浜辺裕子

146
国内学会

等発表

フェニルボロン
酸基を有するグ
ルコース吸着ポ
リマーの合成と
評価

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演要旨
集， p375

シクロデキストリン誘導体を用
いた環境ホルモン様物質の吸
着システムの構築について検
討した。

高崎貴裕 （専攻科） 
木幡進 
浜辺裕子

147
国内学会

等発表

前腕骨格動作
における皮膚形
状変化の測定

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演論文
集， p. 123

本論文では， 光学式モーショ
ンキャプチャシステムを用い
て， 3 次元情報を基に前腕の
皮膚形状変化を測定する手法
について述べる．

鍋島崇統 （制御情報
システム工学科） 
野尻紘聖 
柴里弘毅 
大塚弘文

148
国内学会

等発表

ベイズ推定を
用いたジェス
チャー判定に関
する研究

共著 2012 年 1 月

第 17 回高専
シンポジウム in
熊本講演論文
集， p. 425

　本研究では， インテリジェント
ルームの構築を目標に， 複数
センサから得られた情報をベイ
ズ推定により融合し， ユーザの
ジェスチャー認識を行うシステ
ムを構築する．

山河恭介 （制御情報
システム工学科） 
柴里弘毅 
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149
国内学会

等発表

スイッチトキャパ
シタを用いたイ
ンバータに関す
る研究

共 著 2012 年 1 月

第 26 回熊本
県産学官技術
交流会 , no. 
143

本稿では， デジタル選択方式
スイッチトキャパシタ （以下 SC
と略す） を用いたインバータを
提案する ｡ 提案回路は従来の
直並列切換えやリング形の SC
インバータと比べ， ステップ数
の多い正弦波出力が得られ，
高効率のインバータを構成す
ることができる ｡ 具体的にキャ
パシタ数が 4 個の場合を基板
設計およびシミュレーションソフ
ト Alitum によって構成し，シミュ
レーションによって動作を確認
後， 個別部品を用いて実機を
試作する ｡

西坂省吾 （情報通信
工学科） 
寺田晋也 
江口　啓 （静岡大学） 
大田一郎

150
国内学会

等発表

多次元主成分
分析による医療
データの特徴分
析

共著 2012 年 1 月

第 26 回熊本
県産学官技術
交流会 , 講演
番号 444

多変量解析の手法として、 主
成分分析 (PCA) がよく知られ
ている。 PCA は一般に特異値
分解 (SVD) を用いて計算する
ことができ、 データの特徴を表
す合成変量を求めることができ
る。 多次元データに対する分
析の需要が増えており、 多次
元データに対する PCA を行う
GPCA や Matrix PCA が提案さ
れている。 これらの多次元 PCA
は SVD を拡張した高次特異値
分解 (HOSVD) を用いて解くこ
とができる。 本研究では 3 階以
上の高階テンソルデータに対す
る多次元 PCA を行った。

重藤優太郎（専攻科） 
村上純 
山本直樹 
大隈千春 
齋藤智子 （熊本リハ
ビリテーション病院） 
和泉孝 （熊本リハビリ
テーション病院） 
林田望 （熊本リハビリ
テーション病院）

151
国内学会

等発表

ウェーブレット変
換によるステレ
オ音響信号の分
離

共著 2012 年 1 月

第 26 回熊本
県産学官技術
交流会講演論
文集 , 507

時間周波数領域での情報を利
用して、 ウェーブレット変換を
用いた音響信号の分離方法を
提案した。

田口浩太郎（専攻科） 
石橋孝昭

152
国内学会

等発表

周期構造に励
起される表面プ
ラズモンの偏光
とその応用

共著 2012 年 1 月

電気学会研究
会資料 電磁界
理論研究会 , 
EMT12-32, 
pp.151-156

コ ニ カ ル マ ウ ン ト の ホ ロ グ ラ
フィックアルミ格子における表
面プラズモン吸収の偏光特性
についてシミュレーションを行
い、 特に回折角付近で 0 次回
折光の楕円率が 0 となることに
ついて述べている。 また、 実
験およびシミュレーションで、 コ
ニカルマウントの方位角φを変
えたときの回折効率及び楕円
率の入射角特性を求めている。

小田川裕之 
松田豊稔

153
国内学会

等発表

ナノ金属粒子の
集まりに励起さ
れる局在プラズ
モン

共著 2012 年 1 月

電子情報通
信学会電磁
界理論研究
会 EMT12-31, 
pp145-150

ナノサイズの大きさを持つ金属
でできたナノ粒子を複数個配
置したナノ金属粒子群による
光の散乱と吸収を、 局在プラ
ズモンに関連して計算機シミュ
レーションにより調べている。

松田豊稔 
小田川裕之 
歌丸集 （熊本高専）

154
国内学会

等発表

表面プラズモン
センサによる水
素検出

共著 2012 年 2 月
2012 熊本県産
学官技術交流
会　1005

本稿では， 周期構造に励起さ
れる表面プラズモンを利用した
屈折率センサを用いて， 水素
漏れを検知するセンサについ
て報告する．

緒方優紀 （情報通信
工学科） 
佐藤勇志 （情報通信
工学科） 
松田豊稔 
小田川裕之
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155
国内学会

等発表
ナノ金粒子によ
る光散乱

共著 2012 年 2 月
2012 熊本県産
学官技術交流
会　1006

本稿では， 周期構造に励起さ
れる表面プラズモンを利用した
屈折率センサを用いて， 水素
漏れを検知するセンサについ
て報告する．

瀧本大二郎 （情報通
信工学科） 
松田豊稔 
小田川裕之 
川野光則 （Lumerical 
Solutions）

156
国内学会

等発表

Java 言語を対象
とした実行時多
様化の試み

共著 2012 年 2 月

自己書き換えをを用いて Java
の実行コードを多様化すること
で， ソフトウェアの解析を困難
にする方法を提案した．

玉田春昭 （京都産業
大） 
神崎雄一郎 
門田暁人 （奈良先端
大）

157
国内学会

等発表

学校における 
技術者倫理教
育とシラバス

単著 2012 年 2 月
第 12 回ワーク
ショップ技術者
倫理

日工協主催ワークショップ 「技
術者倫理」 において， 全国
教育機関における技術者倫理
教育の実態調査結果および現
状の課題について報告をおこ
なった。

小林幸人

158
国内学会

等発表

On a perfect 
isometry 
between 
principal 
p-blocks of 
finite groups 
with cyclic 
p-hyperfocal 
subgroups

共著 2012 年 3 月

(RIMS 研究集
会 ) 有限群と
その表現、 頂
点作用素代
数、 組合せ論
の研究

有限群の表現における Rouque
予想を主 block について超焦
点部分群が巡回群のとき一般
に解決した。 

渡邉アツミ （熊本大
学） 
堀本博

159
国内学会

等発表
キャリア教育研
究集会

単著 2012 年 3 月

PBL ・ 総合教
育センターキャ
リア教育推進
事業

低学年のキャリア教育
―多方面評価を用いた 「場」
の形成―

草野美智子

160
国内学会

等発表

マイクロコン
ピュータを用い
た鉄道模型制御

共著 2012 年 3 月
高専卒業研究
発表会

組み込み技術教育の教材とし
て， H8 を用いた鉄道制御シス
テムを構築した． その概要に
ついて述べる．

渡邉大祐 （電子制御
工学科） 
嶋田泰幸

161
国内学会

等発表

階段昇降機能
を持った掃除ロ
ボットの開発１

共著 2012 年 3 月

電気学会九州
支部第 2 回高
専卒業研究発
表会講演論文
集， pp.49-50

階段昇降とともにステップ面の
粉じん除去を自律的に行える
移動ロボットの制御用電子回
路等ハードウェア設計とその実
現について報告した。

河瀬滉貴 （電子制御
工学科） 
永田正伸 
大塚弘文

162
国内学会

等発表

階段昇降機能
を持った掃除ロ
ボットの開発２

共著 2012 年 3 月

電気学会九州
支部第 2 回高
専卒業研究発
表会講演論文
集， pp.51-52

階段昇降とともにステップ面の
粉じん除去を自律的に行える
移動ロボットの機構設計および
制御ソフトウェアについて報告
した。

村上正樹 （電子制御
工学科） 
大塚弘文 
永田正伸

163
国内学会

等発表

非晶質 Ge 薄膜
の Au 誘起結晶
成長

共著 2012 年 3 月

電気学会九州
支部平成 23 年
度 （第 2 回）
高専卒業研究
発表会講演論
文集、 pp.35-36

低温で高品質な半導体薄膜を
形成することを目指し、 Au 触
媒を用いた金属誘起結晶成長
を試み、 下地基板に関係なく
400℃の低温で Ge 薄膜が結
晶成長することを確認した。

金子貴博 （専攻科） 
高倉健一郎 
角田功 
松田豊稔

暗号と情報
セキュリティ
シンポジウム
2012(SCIS2012)
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164
国内学会

等発表

電子線照射
InGaN LED の
電気的特性に
関する調査

共著 2012 年 3 月

電気学会九州
支部平成 23
年度 （第 2 回）
高専卒業研究
発表会講演論
文集、 pp.37-
38

青色発光ダイオードの一つ
である InGaN LED に着目し、
InGaN LED に及ぼす電子線
照射の影響を電気的特性の観
点から評価した。

永冨雄太 （専攻科） 
高倉健一郎 
角田功 
松田豊稔

165
国内学会

等発表

三成分系エコバ
インダーを用い
たポーラスコンク
リートの緑化基
盤材としての用
途を想定した基
礎物性

共著 2012 年 3 月

日本建築学会
九州支部研究
報告， No.51-
1， pp.101-104

本研究では、 建設廃棄物であ
る廃石膏に高炉スラグ及び水
酸化カルシウムを添加した結
合材料を用いてポーラスコンク
リートを作製し、 その基礎物性
を実験的に調べた。

牟田口克洋， 武田浩
二， 
村上　聖， 山口　信， 
（以上熊本大学） 
浦野登志雄

166
国内学会

等発表

旧八代市におけ
る二時点の土地
利用の現状と変
化に関する考察

共著 2012 年 3 月

日本建築学会
九州支部研
究報告台 51
号 ,pp341-344

旧八代市の用途別土地利用の
変化を平成元年と平成 15 年
の変化について考察した。

出口慶征 
宮崎大樹 
内山忠 
磯田節子

167
国内学会

等発表

人吉旅館の平
面と構造につい
て－熊本県人吉
温泉の近代化
遺産に関する研
究その２－

共著 2012 年 3 月

日本建築学会
九州支部研
究報告台 51
号 ,pp713-716

人吉温泉に立地する人吉旅館
を実測し、 その平面構成及び
構造について考察した。

宮本貴史 
野口駿 
磯田節子 
原田聡明

168
国内学会

等発表

人吉旅館の年
代と意匠につい
て－熊本県人吉
温泉の近代化
遺産に関する研
究その３－

共著 2012 年 3 月

日本建築学会
九州支部研
究報告台 51
号 ,pp717-720

人吉旅館の建築年代と意匠の建
築的な特徴について考察した。

磯田節子 
宮本貴史 
野口駿 
原田聡明

169
国内学会

等発表

芳野旅館の平
面と構造につい
て－熊本県人吉
温泉の近代化
遺産に関する研
究その４－

共著 2012 年 3 月

日本建築学会
九州支部研
究報告台 51
号 ,pp721-724

人吉温泉に立地する芳野旅館
を実測し、 その平面構成及び
構造について考察した。

野口駿 
宮本貴史 
磯田節子 
原田聡明

170
国内学会

等発表

芳野旅館の年
代と意匠につい
て－熊本県人吉
温泉の近代化
遺産に関する研
究その５－

共著 2012 年 3 月

日本建築学会
九州支部研
究報告台 51
号 ,pp725-728

芳野旅館の建築年代と意匠の建
築的な特徴について考察した。

原田聡明 
宮本貴史 
野口駿 
磯田節子

171
国内学会

等発表

見解間の距離を
平均化する集団
意思決定法の
提案

共著 2012 年 3 月

日本知能情報
ファジィ学会 ・
ソフトサイエン
ス研究部会，
第 22 回ソフト
サイエンス ・
ワークショップ
講演論文集，
pp.73-76

集団が一つの意思決定を行う
際に、 集団内の各個人が持つ
意見の差が均等になるように、
各個人を格付けする。 これに
よって最終的な決定への貢献
度が全員で同じになり、 論理
的に平等な選択を行うことがで
きる。 また、提案手法によって、
集団の分析を行うことが可能で
あり、 話し合いを進めるための
対応策を練ることができる。

大木真 
室伏俊明 （東京工業
大学）
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172
国内学会

等発表
牡蠣殻による水
の浄化について

共著 2012 年 3 月

平成 23 年度
土木学会西部
支部研究発表
会概要集， Ⅱ
-47．

牡蠣殻を生活排水が流れる小
河川に浸し， 好気性微生物を
付けた． この牡蠣殻を人工廃
水の入った水槽に入れ， 各種
の水質の変化を定期的に計測
し， 牡蠣殻の効果を調べた．
濁度成分の除去が見られた．

藤野和徳 
土山秩広 
中村真也

173
国内学会

等発表

人工筋肉と筋電
位センサを用い
た腕の動きに追
従するロボット
アームの製作

共著 2012 年 3 月

電気学会九州
支部平成 23
年度 （第 2 回）
高専卒業研究
発表会

筋電位からの信号を処理する
アナログ回路を製作し， 人間
の腕の動きとほぼ同じ動きをす
る人工筋の拮抗駆動型ロボット
アームを実現した．

岩根史明 （電子制御
工学科） 
野尻紘聖

174
国内学会

等発表

１端子対等価回
路によるスパイラ
ルインダクタの 
共振時における
Ｑファクタ解析

単著 2012 年 3 月

電子情報通
信学会 2012
年総合大会，
no.C-2-6，
pp.47．

スパイラルインダクタの 1 端子
対等価回路について Q ファク
タの表示式を示した上で， 数
値計算例を示した．  これらに
よって， 低位相雑音化に向け
たスパイラルインダクタの検討
に， 発振回路のＱファクタを適
用できる可能性を示した．

伊山義忠

175
国内学会

等発表

低融点合金を用
いた卓上射出鋳
造装置による鋳
型内観察と成形
性向上

共著 2012 年 3 月

日本機械学会 
九州学生会 第
43 回卒業研
究発表講演会
（No. 128-2 論
文集）2012 年，
pp. 289-290

以前に鋳造現象を観察するた
め， 任意形状の透明なアクリ
ル鋳型内を溶融した低融点合
金 （溶湯） で充填できる装置
（以下， 従来型射出鋳造装置
とする） を製作した． 本研究
では， その従来型射出鋳造装
置の問題点を改善， 高速度カ
メラを使って流動現象を観察
し，成形品の成形性 （充填率）
を向上することを目的とした．

松本隼人 （専攻科） 
田中裕一 
宮本憲隆 
宇野直嗣（旭川高専）

176
国内学会

等発表

都道府県別に
見た最近 30 年
の日本の温暖化

共著 2012 年 3 月

日本気象学
会， 2011 年度
日本気象学会
九州支部発表
会講演要旨集
33 号， pp27-
28．

1980 年から 2009 年までの 30
年間の日本全国 826 カ所の
地域気象観測局で計測された
データを用いて， 100 年当たり
の気温上昇率を県別に集計し
て， 県ごとに集計されている人
口， 二酸化炭素排出量、 森
林率などのデータと気温上昇
率などの相関を調べた． その
結果， 二酸化炭素排出量な
ど地域の経済活動と気温上昇
率の関係が認められた． また，
日射量の経年変化など自然的
な変化もある程度認められる．

大河内康正 
源友樹 ( 本科生 ) 

177
国内学会

等発表

バスカードデー
タを用いた路線
バスの所要時分
の変動特性に関
する研究

共著 2012 年 3 月

日本建築学会
九州支部計画
系研究報告集
　第 51 号 ・ 3, 
pp.325-326

本研究では， 適切な所要時分
に基づいたダイヤ設計により遅
延の減少を目指すための基礎
的研究として， 運行実績デー
タを用いて所要時分の分析を
おこなった． このデータをもと
に所要時分累積確率図 ・ 増
延ダイヤ図 ・ 所要時分変動図
を作成し， 所要時分の変動特
性を明らかにした． 長期的に
日常的に観測されるデータに
より， 上記の分析が可能となる
ことを示した．

浦田愛友実（本科生） 
橋本淳也
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178
国内学会

等発表

ＧＰＳ温度計に
よる都市熱環境
の計測 （その 4 
ＧＰＳ温度計 （４
号機） の特性と
八代市の夏季の
気温分布）

共著 2012 年 3 月
日本建築学会
九州支部研究
報告

実用機として完成したＧＰＳ温
度計４号機の基本性能につい
て検証するとともに、 八代市程
度のヒートアイランドの現状を
明らかにした。 また、 市中心
部から郊外にかけての気温分
布断面プロフィールの連続観
測により、 河川の冷却効果を
確認した。

斉藤郁雄 
石原修 （熊本大学）

179
国内学会

等発表

新しい triple- α
反応率が大質
量星の元素組
成に与える影響

共著 2012 年 3 月
日本天文学会
2012 年春期年
会 講演論文集

2011 年秋季年会で報告した
内容に加え、 酸素燃焼以後
の元素組成について報告す
る。 本研究では星全体の質量
が 25 太陽質量で中心に 8 太
陽質量のコアを持つ星をモデ
ルとし、 熱核反応のみのネット
ワークで静水圧平衡を仮定し
た恒星進化計算を行ない、 そ
の結果を用いて post-process
によって大規模元素合成計算
を超新星爆発直前まで行なっ
た。  Triple- α反応率ついて
は、 OKK rate と従来の反応率
として Fynbo et al.(2005) のも
のを用いて比較した。 得られ
た結果として、 OKK rate を用
いると 4He が triple- α反応に
使われるために 4He を消費す
る反応は阻害され、 ヘリウム燃
焼での 12C の生成量が増加し
16O が減少した。 ヘリウム燃焼
以後は従来ならば O rich layer
を形成する層が Ne rich layer
となるなど星の内部構造に差
異を与えることが分かった。 ま
た、 s-process によって生成さ
れる元素の生成量は大きな違
いは見られなかったが、 炭素
燃焼での反応が重要であるこ
とを明らかにした。 今回の講演
ではこれらの結果を定量的に
議論する。  

菊池之宏 (九州大学) 
松尾康秀（九州大学） 
橋本正章 (九州大学) 
小野勝臣（京都大学） 
藤本信一郎
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熊本高専におけ
る原子力人材育
成教育 

単著 2012 年 3 月

平成 23 年度　
原子力人材育
成事業フォー
ラム

原子力人材育成 （将来的に
原子力関連分野で活躍しうる、
放射線 ・ 原子力全般の基礎知
識を有しかつ計測 ・ 遮蔽に強
い技術者の育成） に関する熊
本高専での平成 23 年度の取
り組みについて、 その目的や
実施内容、 成果および今後の
計画についての報告を行った。

小田明範
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部分的な板厚減
少部分を有する
短柱部材の純
圧縮実験

共著 2012 年 3 月

平成 23 年度
土木学会西部
支部研究発表
会講演概要集
(CD-ROM)，
Ⅰ -59(pp.117
－ 118)

H 型短柱部材に部分的な板厚
減少部分を与え耐荷力実験を
行った。 その結果， 元の板厚
の 10% 程度ならば耐荷力に影
響がないことが分かった。

岩坪要 
山本和弥 （本科生） 
森本陽介 （本科生）
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キャリア教育とし
ての技術者倫理
教育の新展開

単著 2012 年 3 月

社団法人日本
技術士会九州
本部北九州地
区技術研修会

　本報告は， わが国における
技術者倫理教育の現状を概観
した上で， 技術者倫理教育の
体系化に関するひとつの視点
を検討するものである。 近年，
わが国の教育機関では技術者
倫理教育がカリキュラムに組み
込まれ， さまざまな取り組みが
なされている。 しかしながら，
その目的， 内容， 手法および
評価方法等については， 共通
理解が成立しているとはいえな
い状況であり， その整理 ・ 体
系化が求められている。 一方，
近年の教育改革の中で， キャ
リア教育の整備 ・ 実践が学校
教育に要求されており， これは
技術者倫理教育が目指すべき
目標と重なるものである。 ゆえ
に， 技術者倫理教育の体系化
を図る際， キャリア教育との関
わりについて検討することが重
要となる。 キャリア教育という視
点に立ち， 技術者教育全体を
通じた広義の技術者倫理教育
の内容について整理した上で，
専門的な技術 ・ 能力育成とし
ての狭義の技術者倫理教育と
の関係を整理することが， 教
育の体系化にとっては重要に
なる。

小林幸人

（その他）

1 その他

偏光を利用した
プラズモンセン
サによる微小屈
折率変動の検
出

共著 2011 年 7 月

平成２３年度　
九州横断４件
合同新技術説
明会

平成２３年度　九州横断４件合
同新技術説明会への出展

松田豊稔 
小田川裕之

2 その他

偏光を利用した
プラズモンセン
サによる微小屈
折率変動の検
出 

共著 2011 年 9 月
イノベーション・
ジャパン 2011-
大学見本市

イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ ジ ャ パ ン
2011- 大学見本市への出展

松田豊稔 
小田川裕之

3 その他

超並列細粒度
SIMD 型プロセッ
サにおける高性
能実装に関する
研究 （博士論
文）

単著 2011 年 9 月
情報処理学会
会報 Vol.52 
No.10

計算機アーキテクチャ研究会
からの推薦博士論文として，
情報処理学会会報に博士論
文の要約を掲載しております．

中野光臣

4 その他

非駆動型プラズ
モンセンサの水
素漏れ検知セン
サへの応用 

共著 2011 年 10 月

九州 ・ 沖縄地
区高専　新技
術マッチング
フェア

九州 ・ 沖縄地区高専　新技術
マッチングフェアへの出展

松田豊稔 
小田川裕之
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5 その他

抵抗に抵抗する
‐ 仮借なきものと
方策 （C. ジェレ
ルの発表原稿邦
訳）

共 訳 
2011 年 10 月

国際シンポジ
ウム 「ベルクソ
ンと災厄――
今、 『道徳と宗
教の二源泉』
を読み直す」

ベルクソンの著作 『道徳と宗
教の二源泉』 について、 本能
から神秘主義者の行為までを、
抵抗に対して抵抗する弁証法
的なプロセスとして分析する。

永野拓也 
小関彩子 （和歌山大
学）

6 その他

痛みに満ちた 
存在論　存在へ
の露呈における
ベルクソンとレ
ヴィナス （J. シッ
クの発表原稿邦
訳）

共 訳 
2011 年 10 月

国際シンポジ
ウム 「ベルクソ
ンと災厄――
今、 『道徳と宗
教の二源泉』
を読み直す」

痛みの仮借なさと、 その存在
論的な身分について、 ベルク
ソンとレヴィナスの比較。

小関彩子 （和歌山大
学） 
永野拓也


